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当
協
会
で
は
、今
年
も

医
療
安
全
管
理
セ
ミ

ナ
ー
を
広
島
、呉
、三

次
、福
山
で
開
催
す
る
。

医
療
に
お
け
る
リ
ス
ク

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
つ

い
て
の
セ
ミ
ナ
ー
で
あ

る
が
、こ
こ
で
リ
ス
ク
に
つ
い
て
一
言

述
べ
る
。「
リ
ス
ク
」と
い
う
言
葉
は
日

本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
そ
の
意
味
が
全

く
違
っ
た
使
わ
れ
方
を
さ
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
、リ
ス
ク
に
た
い
す
る
責
任

は
当
然
個
人
が
負
う
べ
き
で
あ
る
と

か
、リ
ス
ク
は
危
険
で
な
く
む
し
ろ

チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
、な
ど
と
気
楽
に
叫

ば
れ
る
。危
険
と
い
う
意
味
に
は
、リ

ス
ク
と
ペ
リ
ル
と
い
う
言
葉
が
あ
り
、

日
本
で
言
わ
れ
る
リ
ス
ク
は
ペ
リ
ル

の
こ
と
が
多
い
。 

高
速
道
路
を
自
動

車
で
走
っ
て
い
る
時
に
、道
路
に
岩
が

落
ち
て
い
る
と
云
う
の
が
ペ
リ
ル
で
、

道
路
に
岩
が
落
ち
て
く
る
可
能
性
が

あ
る
と
云
う
の
が
リ
ス
ク
だ
。保
険
業

界
に
お
い
て
は
、事
象
の
内
部
構
造
を

ハ
ザ
ー
ド
、ペ
リ
ル
、そ
し
て
リ
ス
ク

と
い
う
三
段
階
に
分
け
て
認
識
す
る
。

電
線
の
絶
縁
不
良
は
ハ
ザ
ー
ド
、漏
電

が
ペ
リ
ル
、そ
し
て
火
災
が
リ
ス
ク
、

と
い
う
訳
で
あ
る
。ア
メ
リ
カ
で
は
、

医
療
施
設
認
定
合
同
審
査
会
と
い
う

組
織
が
、医
療
に
お
け
る
徹
底
し
た
リ

ス
ク
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い

る
。ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、北
欧
諸
国
で
の「
リ

ス
ク
社
会
」論
は
テ
ロ
、戦
争
、自
然
破

壊
な
ど
の
回
避
す
べ
き
社
会
的
危
険

と
い
う
意
味
で
重
大
な
意
味
を
も
ち

は
じ
め
て
い
る
。さ
ら
に
市
民
の
コ
ン

セ
ン
サ
ス
、合
意
が
形
成
さ
れ
て
い
な

い
社
会
は
、リ
ス
ク
社
会
だ
、と
い
う

よ
う
な
使
わ
れ
方
も
あ
る
。市
民
の
合

意
が
な
い
ま
ま
に
、物
事
が
ど
ん
ど
ん

決
ま
る
社
会
を「
リ
ス
ク
社
会
」と
呼

ぶ
な
ら
、今
の
日
本
は
ま
さ
に
リ
ス
ク

社
会
だ
。�

（
数
）

医の眼、
 歯科の眼

知
っ
て
い
ま
す
か
？
患
者
負
担
増
計
画

ク
イ
ズ
で
考
え
る
私
た
ち
の
医
療

　

政
府
は「
75
歳
以
上
の
高
齢
者
の

窓
口
負
担
を
2
倍
に
す
る
」「
湿
布
薬

を
保
険
か
ら
外
す
」「
入
院
す
る
と
新

た
に
居
住
代
を
徴
収
す
る
」「
1
～
3

割
の
患
者
負
担
に
あ
わ
せ
、受
診
す

る
ご
と
に
定
額
の
負
担
を
上
乗
せ
す

る
」な
ど
、さ
ら
な
る
患
者
負
担
増
・

保
険
給
付
削
減
の
計
画
を
打
ち
出
し

ま
し
た
。こ
れ
ら
が
実
施
さ
れ
れ
ば

私
た
ち
は
ど
ん
な
影
響
を
受
け
る
の

で
し
ょ
う
か
。「
ク
イ
ズ
を
解
き
な
が

ら
一
緒
に
考
え
よ
う
」と
、ク
イ
ズ
チ

ラ
シ
を
用
意
し
ま
し
た
。

　

ク
イ
ズ
は
全
3
問
。チ
ラ
シ
に
も
同

封
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
に
も
ヒ
ン
ト
が

あ
り
ま
す
の
で
、そ
れ
ら
を
参
考
に
お

答
え
く
だ
さ
い
。ま
た
、ク
イ
ズ
を
解

い
て「
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
？
」と
思

わ
れ
た
先
生
は
、こ
の
チ
ラ
シ
を
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
、ま
た
、ス
タ
ッ
フ
の

方
な
ど
に
お
渡
し
く
だ
さ
い
。

抽
選
で
景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
！

　

ク
イ
ズ
全
問
に
解
答
を
頂
い
た
方

の
中
か
ら
抽
選
で
景
品（
ふ
と
ん
ク

リ
ー
ナ
ー
、電
動
歯
ブ
ラ
シ
な
ど
）

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。締
切
は

2
0
1
6
年
1
月
11
日（
当
日
消
印

有
効
）で
す
。チ
ラ
シ
の
ハ
ガ
キ
部
分

を
切
り
取
り
、ク
イ
ズ
の
解
答
や
ご

氏
名
・
ご
住
所
な
ど
を
お
書
き
い
た

だ
き
、投
函
く
だ
さ
い（
切
手
は
不
要

で
す
）。

　

10
月
17
日
（
土
）、
18
日
（
日
）

の
両
日
、
福
山
、
広
島
に
て
届
出
医

療
研
究
会
「
自
信
を
も
っ
て
適
時
調

査
に
対
応
す
る
た
め
に
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
花
山
弘
氏
（
京
都
府
保
険

医
協
会
事
務
局
次
長
・
保
団
連
病
院

対
策
事
務
局
小
委
員
）
を
講
師
に
お

招
き
し
、
適
時
調
査
の
概
要
や
指
摘

さ
れ
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

指
摘
さ
れ
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
は
入

院
料
で
あ
り
、
入
院
診
療
計
画
、
院

内
感
染
防
止
対
策
、
医
療
安
全
管
理

体
制
、
褥
瘡
対
策
、
栄
養
管
理
体
制

の
入
院
5
対
策
を
満
た
す
こ
と
が
必

要
と
述
べ
ら
れ
、
こ
れ
ら
の
要
件
を

満
た
し
て
い
な
け
れ
ば
、
入
院
料
そ

の
も
の
が
算
定
で
き
な
い
可
能
性
が

あ
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

自
信
を
も
っ
て
適
時
調
査
に

対
応
す
る
た
め
に

届
出
医
療
研
究
会
を
開
催

時
間
帯
の
看
護
配
置
な
ど
管
理
に
欠

か
せ
な
い
ポ
イ
ン
ト
を
詳
し
く
解
説

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

講
演
の
中
で
花
山
氏
は
、
広
島
県

で
の
適
時
調
査
に
お
け
る
指
摘
事
項

に
も
触
れ
、「
厚
生
局
の
根
拠
の
な

い
い
き
す
ぎ
た
指
摘
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
し
ま
う
と
、
今
後
適
時
調
査
が

行
わ
れ
る
医
療
機
関
す
べ
て
に
同
じ

指
摘
が
な
さ
れ
る
の
で
、
根
拠
の
な

い
指
摘
を
止
め
る
こ
と
も
大
切
で
あ

る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
最
近
の
傾
向
的
特
色
と

し
て
、
保
険
医
が
異
動
す
る
場
合
に

医
療
機
関
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
届
出
が
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
指

　

ま
た
、
看
護
要
員
管
理
の
ポ
イ
ン

ト
と
し
て
、
勤
務
表
、
様
式
9
の
管

理
に
つ
い
て
、
計
上
す
べ
き
時
間
を

計
上
し
て
い
る
か
、
夜
勤
帯
等
の
各

摘
が
全
国
的
に
多
い
こ
と
を
述
べ
、

注
意
す
る
よ
う
参
加
者
に
話
さ
れ
ま

し
た
。

　

7
面
に
参
加
者
の
感
想
を
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
、お
読
み
く
だ
さ
い
。

研究会の様子（福山会場）

講師の花山氏

2
面

3
面

6
面

4
面

5
面

7
面

本号の主な内容

主
張「
国
民
皆
保
険
制
度
を
後
退
さ
せ
る『
骨
太
方
針
2
0
1
5
』」／

財
務
相
が
社
会
保
障
改
革
案
示
す

保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
参
加
報
告
／
会
員
訪
問

2
0
1
4
年
度
医
科
個
別
指
導
・
新
規
個
別
指
導
の
主
な
指
摘
事
項

歯
科
レ
セ
コ
ン
の
カ
ル
テ
文
を
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
指
導
対
策
を
し

よ
う（
そ
の
1
）

原
発
よ
り
も
命
の
海
を
／
保
団
連
病
院
・
有
床
診
療
所
セ
ミ
ナ
ー
感
想

雇
用
問
題
等
Ｑ
＆
Ａ
／
医
科
届
出
医
療
研
究
会
感
想
／
安
佐
市
民
病

院
の
建
て
替
え
問
題

本紙同封のクイズチラシを
患者さんにお渡しください!!

広島県保険医協会は特定
秘密保護法・安全保障関
連法に反対します
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財務省、社会保障改革案示す
外来時定額負担の導入など
新たな負担増メニュー並ぶ

　
「
骨
太
の
方
針
2
0
1
5
」（
以
下

「
骨
太
方
針
」）に
盛
り
込
ま
れ
た
44

項
目
に
も
の
ぼ
る「
経
済
・
財
政
一
体

改
革
に
お
け
る
社
会
保
障
の
改
革
検

討
項
目
」に
つ
い
て
、財
務
省
は
10
月

9
日
、財
政
制
度
等
審
議
会
・
財
政
制

度
分
科
会
に
、今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
・
改
革
の
工
程
表
な
ど
を
示
し
ま

し
た
。

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
は
、2
0
2
0

年
の
プ
ラ
イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス（
Ｐ

Ｂ
）黒
字
化
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、16

～
18
年
を
集
中
改
革
期
間
に
位
置
付

け
、「
社
会
保
障
関
係
費
の
実
質
的

な
増
加
が
高
齢
者
に
よ
る
増
加
分

に
相
当
す
る
伸
び（
1
・
5
兆
円
程

度
）と
な
っ
て
い
る
こ
と
、経
済
。物

価
動
向
等
を
踏
ま
え
、そ
の
基
調
を

2
0
1
8
年
度
ま
で
継
続
し
て
い
く

こ
と
を
目
安
と
し
、効
率
化
・
予
防
等

や
制
度
改
革
に
取
り
組
む
」と
し
て

い
ま
す
。ま
た
、「
社
会
保
障
関
係
費

の
伸
び
を
、高
齢
化
に
よ
る
増
加
分

と
消
費
税
引
き
上
げ
と
あ
わ
せ
て
行

う
充
実
等
に
相
当
す
る
水
準
に
お
さ

め
る
こ
と
を
目
指
す
」と
、高
齢
化
な

ど
に
伴
う
社
会
保
障
費
の
自
然
増
分

を
抑
制
す
る
こ
と
を
打
ち
出
し
て
い

ま
す
。

　

骨
太
方
針
に
盛
り
込
ま
れ
た
44
の

改
革
検
討
項
目
の
多
く
は
、医
療
・
介

護
改
革
関
連
で
す
。（
1
）医
療
・
介
護

提
供
体
制
の
適
正
化
が
11
項
目
、（
2
）

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
改
革
が
8
項
目
、

（
3
）公
的
サ
ー
ビ
ス
の
産
業
化
が
4

項
目
、（
4
）負
担
能
力
に
応
じ
た
公
平

な
負
担
、給
付
の
適
正
化
が
4
項
目
、

（
5
）薬
価
、調
剤
の
診
療
報
酬
及
び
医

薬
品
等
に
係
る
改
革
が
11
項
目
、（
6
）

年
金
が
1
項
目
、（
7
）生
活
保
護
等
が

5
項
目
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
改
革
検
討
項
目
に
つ
い

て
、「
骨
太
方
針
検
討
事
項
の
工
程

表
」に
実
施
に
向
け
た
動
き（
改
革
の

方
向
性
、法
案
提
出
時
期
な
ど
）が
示

さ
れ
、同
時
に
改
革
案
が
示
さ
れ
ま

し
た
。主
な
改
革
案
を
見
る
と
、給
付

抑
制
と
新
た
な
患
者
負
担
増
が
ズ
ラ

リ
と
並
ん
で
い
ま
す
。

　

医
療
分
野
で
は
、①
外
来
受
診
を

抑
制
す
る
た
め
、「
か
か
り
つ
け
医
」

以
外
を
受
診
す
る
場
合「
定
額
負
担
」

を
上
乗
せ
す
る
。こ
れ
は
過
去
に
も

「
外
来
時
定
額
負
担
」と
し
て
検
討
さ

れ
ま
し
た
が
、「
必
要
な
受
診
を
妨
げ

る
」と
し
て
断
念
に
追
い
込
ま
れ
た

も
の
で
す
。風
邪
薬
な
ど
市
販
品
類

似
薬
の
保
険
給
付
外
し
と
併
せ
て
、

17
年
の
通
常
国
会
に
法
案
を
提
出
す

る
と
し
て
い
ま
す
。②
高
額
療
養
費

制
度
に
つ
い
て
、特
例
で
低
く
し
て

い
る
高
齢
者
の
負
担
上
限
を
現
役
並

み
に
引
き
上
げ
る
こ
と
を
16
年
度
末

ま
で
に
制
度
設
計
す
る
と
し
て
い
ま

す
。③
難
病
患
者
・
小
児
慢
性
特
定
疾

患
患
者
な
ど
を
除
く
全
病
床
に
つ
い

て
、光
熱
費
相
当
の
居
住
費
を
患
者

負
担
に
す
る
こ
と
も
16
年
度
末
ま
で

に
行
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
で
は
、①
原
則
1
割
と

な
っ
て
い
る
利
用
者
負
担
の
2
割

へ
の
引
き
上
げ
、②
介
護
保
険
制
度

で
軽
度
者
に
給
付
し
て
い
る
生
活
援

助
サ
ー
ビ
ス
や
福
祉
用
具
貸
与
に

つ
い
て
原
則
自
己
負
担
化
、③
要
介

護
1
、2
へ
の
通
所
介
護
サ
ー
ビ
ス

な
ど
を
介
護
保
険
か
ら
外
し
、自
治

体
予
算
の
範
囲
で
行
う
地
域
支
援
事

業
に
移
行
す
る
こ
と
を
盛
り
込
ん
だ

法
案
を
、17
年
通
常
国
会
に
提
出
す

る
と
し
て
い
ま
す
。今
年
度
か
ら
実

施
さ
れ
た
始
ま
っ
た
介
護
保
険
か
ら

の「
要
支
援
外
し
」に
続
き
、「
要
介
護

者
」か
ら
も
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を

取
り
上
げ
る
内
容
で
す
。

　

ま
た
、「
負
担
能
力
に
応
じ
た
公
平

な
負
担
、給
付
の
適
正
化
」の
名
で
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
の
活
用
等
に
よ
る
金
融

資
産
等
の
保
有
状
況
を
考
慮
に
入
れ

た
負
担
を
求
め
る
仕
組
み
も
検
討
さ

れ
ま
す
。政
府
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
導
入

の
本
音
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と
思
い

ま
す
。こ
の
他
、年
金
で
は
支
給
開
始

年
齢
の
さ
ら
な
る
引
き
上
げ
が
、生
活

保
護
で
は「
能
力
に
応
じ
た
就
労
」を

し
な
い
利
用
者
に
対
し
て「
保
護
費
の

減
額
な
ど
」の
措
置
を
行
う
こ
と
を
盛

り
込
ん
だ
法
案
を
18
年
の
通
常
国
会

に
提
出
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

17
年
4
月
に
は
消
費
税
増
税

（
8
％
か
ら
10
％
）が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。こ
れ
に
よ
り
17
年
も
診
療
報

酬
改
定
・
薬
価
改
定
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
に
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。増
税

と
患
者（
利
用
者
）負
担
増
、保
険
給

付
外
し
が
重
な
れ
ば
、国
民
の
健
康

と
命
、生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。こ

の
よ
う
な
改
革
で
は
な
く
、「
患
者
負

担
増
の
大
幅
軽
減
」「
診
療
報
酬
引
き

上
げ
」な
ど
国
民
・
医
療
従
事
者
の
願

い
に
沿
っ
た
改
革
が
必
要
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　「骨太方針2015」とは社会
保障費削減を「歳出改革の
重点分野」に位置づけ、16年
度から18年度の3年間を「集中改革
期間」として社会保障費の伸びに
実質的に上限を設けて抑制してい
こうとするものである。具体的に
は、社会保障費の年間自然増1兆円
を圧縮し、自然増分の概算要求を
3000億円から5000億円削減しよう
としており、小泉内閣時の2200億
円の圧縮を大幅に上回るものであ
る。「社会保障費削減は経済成長に
寄与する」との考えによりこの政
策を正当化している。
　また「骨太方針2015」は「自助を
基本に公助・共助を適切に組み合
わせた持続可能な国民皆保険」を
掲げている。自助とは自らの健康
は自身で管理し、病になれば自己
責任であり老後も自身で管理す
る事を意味している。「共助」とは
医療や介護は家族や地域が助け
合って支えていくことである。「公
助」とは政府や公的機関の社会保
障サービスを意味しており、社会
保障の充実は「公助」を充実させる
事である。「自助」を前面に出すこ
とは社会保障の基本概念からか
け離れていくものであり、今後、医
療・介護での患者自己負担の上昇
が加速するであろう。さらに介護
を各家庭や地域へ押しつけ、公的
サービスから切り離そうとしてい
る。この政策は医療・介護の崩壊を
いっそう進行させるものである。
　2015年度発表された日本の高齢
化白書では、2014年10月1日現在で
高齢化率は26．0％である。近年で
は毎年約1．0％上昇している。これ
からさらに高齢者社会を迎える
にあたり、「骨太方針2015」は高齢

者切り捨て政策と考えられ
る。入院ベッド数を減らし
在宅介護や民間施設に移行

させ、全病棟での入院時の居住費
の負担など、患者負担増で受診抑
制や入院抑制を狙う。崩壊した介
護現場では人手不足分を安い労
働賃金の外国人労働者に頼る。75
歳以上の窓口負担の2割化。高額療
養費負担金上限の引き上げなどな
ど、今後予定の社会保障費削減政
策はてんこ盛りなのである。日本
が世界に誇る「国民皆保険制度」は
徐々に破壊されている。これらの
政策は「経済・財政諮問会議」で決
定されている。メンバーは経済界
より選ばれた者が中心で、現場で
働く医療従事者の声はほとんど無
視されている。
　日本の社会保障制度は市場原理
に基づくアメリカ型になろうとし
ている。アメリカの自己破産原因
第1位は医療費なので、これは将来
恐ろしい未来が心配される。空気
のように存在する国民皆保険制度
であるが、一度破壊されれば二度
と元に戻ることはない。社会保障
の充実は国民に健康と安心を提供
するだけでなく、個人が貯蓄から
消費へと国内の経済成長を押し上
げる効果がある。さらに医療、介護
サービスは公共事業より経済波及
効果が高く、主要産業より雇用誘
発効果も高いので、地域経済の活
性化に大きく寄与する。現政府は
社会保障政策の後退を、地方創生
大臣、一億総活躍大臣等を創設し
て国民の目をごまかそうとしてい
るが、社会保障の充実が地方創生、
一億総活躍の原点であることを忘
れてはならない。

主　 張

国
民
皆
保
険
制
度
を
後
退
さ
せ
る「
骨
太
方
針
2
0
1
5
」

真
・
絵
画
は
一
点

ま
で
で
お
願
い
し

ま
す
。
な
お
、
掲

載
の
可
否
は
広
報

文
化
部
会
で
検
討

2
0
1
6
年
1
月
号

　（
新
年
特
集
号
）へ
の
投
稿
を

　
　
　
　
　
募
集
し
て
い
ま
す
！

2
0
1
6
年
1
月
号

　（
新
年
特
集
号
）へ
の
投
稿
を

　
　
　
　
　
募
集
し
て
い
ま
す
！

　

協
会
広
報
文
化
部
で
は
、
16
年

1
月
号
に
「
新
年
特
集
号
・
会
員

の
広
場
」
を
設
け
、
先
生
方
か
ら

の
投
稿
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

募
集
要
綱

　

テ
ー
マ
は
自
由
。写
真
や
絵
画
、

俳
句
、
詩
の
他
、
ち
ょ
っ
と
一
言

な
ど
も
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　

字
数
は
6
0
0
字
以
内
で
、
写

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

〆
切
は
2
0
1
5
年
12
月
11
日

（
金
）
必
着
。

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
協
会
事
務

所
ま
で　

電
話
0
8
2
―
2
6
2

―
5
4
2
4
（
事
務
局
）

2
0
1
6
年
1
月
号

　（
新
年
特
集
号
）へ
の
投
稿
を

　
　
　
　
　
募
集
し
て
い
ま
す
！

広島県保険医協会
行事案内
Twitter

＠hokeni_info

●「かかりつけ医」以外での受診に定額の負担を上乗せ
●風邪薬など市販品類似薬の保険給付外し
●高額療養費制度の高齢者向け特例を現役並みに引き上げ
●難病患者などを除く全病床について、光熱費相当の居住

費を患者負担に
●介護保険の利用者負担を原則1割から2割に引き上げ
●介護保険で40～64歳は給与水準に応じて保険料を負担
●介護保険制度で軽度者に給付している生活援助サービス

や福祉用具貸与の原則自己負担化
●要介護1、2への通所介護サービスなどを介護保険から外

し、市町村の地域支援事業に移行
●マイナンバー活用等による金融資産等の保有状況を考慮

に負担を求める仕組みの創設
●年金の支給開始年齢のさらなる引き上げ
●能力に応じた就労をしない生活保護利用者の保護費減額

財務省が示した主な社会保障改革案
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―
歯
科
医
師
と
い
う
職
業
を
選
ば
れ

た
理
由
は

　

最
初
か
ら
目
指
し
て
い
た
わ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。「
医
者
を
志
し
て
い

ま
し
た
が
…
」と
い
う
、ま
あ
、「
歯
科

医
師
あ
る
あ
る
」で
す
ね
。「
人
の
役
に

立
つ
仕
事
を
し
た
い
」と
考
え
て
い
ま

し
た
の
で
、歯
科
医
師
と
な
っ
た
今
は

と
て
も
満
足
し
て
い
ま
す
。

―
ご
出
身
は
ど
ち
ら
で
す
か

　

出
身
は
北
海
道
の
幌
加
内
町
で
す
。

幌
加
内
町
は
知
る
人
ぞ
知
る
、日
本

一
の
最
低
気
温
を
観
測
し
た
町
で
す

（
1
）。そ
こ
に
は
小
さ
な
病
院
と
歯
科

診
療
所
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
地
元
の

人
は
都
会
の
病
院
に
通
い
、地
元
の
医

療
機
関
を
信
用
し
て
い
な
い
よ
う
で

し
た
。子
ど
も
の
頃
は
そ
れ
が
と
て
も

疑
問
で
、全
国
ど
こ
で
も
同
じ
医
療
を

安
心
し
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
漠
然
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。そ
れ
も
今
の
職
業
を
選
ん
だ

理
由
か
な
と
思
い
ま
す
。

―
な
ぜ
広
島
に
来
ら
れ
た
の
で
す
か

　

昔
か
ら
旅
を
す
る
の
が
好
き
で
、高

校
生
の
頃
に
は
自
転
車
で
北
海
道
を

一
周
し
た
こ
と
が
あ
る
ん
で
す
よ
。大

学
に
入
る
ま
で
広
島
に
は
来
た
こ
と

が
な
か
っ
た
ん
で
す
が
、地
図
を
見
る

と
四
国
や
九
州
に
近
く
、「
い
ろ
ん
な

と
こ
ろ
に
行
け
る
な
」と
い
う
こ
と

が
広
島
大
学
を
選
ん
だ
理
由
の
1
つ

で
す
。そ
れ
か
ら
広
島
は
世
界
で
初
め

て
原
爆
が
投
下
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

「
ヒ
ロ
シ
マ
」と
言
え
ば
世
界
中
の
人

が
わ
か
る
都
市
で
す
よ
ね
。「
ど
ん
な

街
な
ん
だ
ろ
う
」と
い
う
思
い
も
あ
り

ま
し
た
。ま
た
、広
島
は
中
国
山
地
の

よ
う
に
雪
の
積
も
る
地
域
か
ら
海
沿

い
の
温
暖
な
地
域
ま
で
あ
り
、全
部
そ

ろ
っ
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
も
魅
力

だ
と
思
い
ま
す
。

―
な
ぜ
豊
浜
町
で
開
業
さ
れ
た
の
で

す
か

　

最
初
は
大
学
か
ら
の
派
遣
と
い
う

形
で
1
9
9
8
年
に
赴
任
し
ま
し
た
。

当
時
は
ま
だ
豊
田
郡
豊
浜
町
で
診
療

所
は
町
営
で
し
た
。任
期
が
終
わ
れ
ば

大
学
に
戻
る
つ
も
り
で
し
た
が
、そ

の
ま
ま
い
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

豊
浜
町
が
呉
市
と
合
併
し
た
た
め
、

2
0
0
5
年
か
ら
開
業
と
い
う
形
を

と
り
、現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。自
ら

選
ん
で
こ
の
地
で
開
業
し
た
と
い
う
、

「
カ
ッ
コ
イ
イ
」話
で
は
な
い
ん
で
す

ね
。

―
そ
れ
で
も
10
年
以
上
こ
の
地
で
診

療
さ
れ
て
い
ま
す

　

縁
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
と
、今
さ

ら
よ
そ
で
開
業
で
き
な
い
と
い
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
ね
。こ
こ
で
診
療
す
る

に
は
、最
新
の
歯
科
医
学
や
最
新
の
治

療
よ
り
も
患
者
の
家
族
構
成
や
家
庭

環
境
、生
活
習
慣
と
か
車
に
は
乗
れ
る

の
か
な
ど
、そ
の
人
を
見
る
こ
と
が
大

切
だ
と
痛
感
し
て
い
ま
す
。赴
任
し
た

こ
ろ
は「
歯
磨
き
指
導
す
る
か
ら
歯
ブ

ラ
シ
を
持
っ
て
き
な
さ
い
！
」と
、自

分
が
思
い
描
く
診
療
を
押
し
付
け
て

い
ま
し
た
。そ
う
し
た
ら
誰
も
受
診
し

な
く
な
り
ま
し
た
。患
者
に
は
漁
師
や

み
か
ん
農
家
の
方
が
多
い
の
で
、そ
の

地
域
の
人
々
の
生
活
に
合
わ
せ
た
診

療
ス
タ
イ
ル
に
変
え
て
い
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、歯
科
医
師
と
し
て
の
仕
事
を

通
し
て
、そ
の
人
の
生
活
の
質
全
体
を

あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

な
が
ら
日
々
の
診
療
を
行
っ
て
い
ま

す
。も
ち
ろ
ん
最
新
の
歯
科
医
学
を
提

供
し
た
い
と
思
っ
て
診
療
し
て
い
ま

す
が
、そ
れ
だ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
ね
。

―
高
齢
者
も
多
く
在
宅
歯
科
医
療
も

ニ
ー
ズ
が
高
い
の
で
は

　

そ
う
で
す
ね
。以
前
は
自
宅
で
診
て

い
た
患
者
が
多
か
っ
た
で
す
が
、今
は

退
院
し
て
も
自
宅
に
戻
る
の
で
は
な

く
、施
設
へ
入
る
と
い
う
ケ
ー
ス
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。島
は
坂
道
が
多
く

車
も
入
れ
な
い
た
め
、自
宅
ま
で
戻
る

こ
と
が
な
か
な
か
困
難
な
場
所
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
。

―
豊
浜
町
の
魅
力
は
ど
こ
で
し
ょ
う

　

魅
力
と
言
え
ば
、み
か
ん
、レ
モ
ン
、

そ
れ
に
太
刀
魚
で
し
ょ
う
か
。蒲
刈
か

ら
大
崎
下
島（
呉
市
豊
町
）ま
で
全
て

の
島
が
橋
で
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
中
で
豊
浜
は
知
名
度
が
低
い
の

が
残
念
で
す
。知
人
か
ら「
蒲
刈
を
過

ぎ
た
ら
大
長
に
着
い
た
」と
言
わ
れ
た

と
き
は
ガ
ッ
ク
リ
で
し
た
。豊
町
は
大

長
、御
手
洗
な
ど
が
あ
り
、観
光
客
も

来
ま
す
が
、豊
浜
は
…
。島
の
名
前
が

「
豊
島
」で
地
名
が「
豊
浜
」。診
療
所
も

「
豊
島・

町
歯
科
診
療
所
」と
間
違
え
ら

れ
ま
す
。

―
休
日
の
過
ご
し
方
は

　

平
日
は
5
時
半
に
診
療
が
終
わ
れ

ば
家
に
帰
っ
て
晩
酌
で
す
。週
末
は
山

登
り
か
バ
イ
ク
で
ツ
ー
リ
ン
グ
を
し

て
い
る
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。長
い
休

み
だ
と
北
ア
ル
プ
ス
な
ど
普
段
な
か

な
か
登
れ
な
い
山
に
行
き
ま
す
。ツ
ー

リ
ン
グ
は
島
に
バ
イ
ク
仲
間
が
い
る

の
で
、四
国
ま
で
行
っ
た
り
し
ま
す
。

毎
日
海
ば
か
り
見
て
診
療
し
て
い
る

の
で
、週
末
は
山
に
い
ま
す
。重
装
備

し
て
冬
山
に
も
出
か
け
ま
す
が
、下
山

し
た
ら
温
泉
に
浸
か
り
、お
い
し
い
も

の
を
食
べ
る
こ
と
も
忘
れ
ま
せ
ん
。冬

山
は
と
て
も
寒
い
し
し
ん
ど
い
と
こ

ろ
で
す
が
、自
分
の
経
験
、知
識
、体
力

や
技
術
を
総
動
員
し
て
登
っ
て
い
く
、

そ
し
て
登
り
き
っ
た
時
の
快
感
は
他

に
か
え
が
た
い
も
の
が
あ
り
ま
す
よ
。

―
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

（
1
）
気
象
庁
の
公
式
記
録
で
は
な
い
が
、

1
9
7
8（
昭
和
53
）年
2
月
17
日
に
幌
加
内
町

母
子
里
で
マ
イ
ナ
ス
41
・
2
度
を
記
録
。

　
「
医
科
歯
科
連
携
」を
テ
ー
マ
に
し

た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅰ「
患
者
本
位
の

診
療
体
制
を
構
築
す
る
～
明
日
か
ら

始
め
る
医
科
歯
科
連
携
」に
つ
い
て

報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

最
初
に
筑
波
大
学
臨
床
教
授
の
萩

原
敏
之
先
生
の「
医
科
歯
科
連
携
を
必

要
と
す
る
医
療
、介
護
お
よ
び
社
会
的

ニ
ー
ズ
と
そ
の
現
状
に
つ
い
て
考
え

る
」で
す
。医
科
か
ら
歯
科
へ
は
が
ん
、

糖
尿
病
、睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
、誤

嚥
性
肺
炎
、摂
食
嚥
下
障
害
、心
内
膜

炎
な
ど
、歯
科
か
ら
医
科
へ
は
薬
剤
関

連
顎
骨
壊
死
、抗
血
栓
療
法
、Ｃ
ａ
拮

抗
剤
に
よ
る
歯
肉
増
殖
症
、口
腔
乾
燥

症
な
ど
が
あ
り
ま
す
。実
際
の
現
場
で

は
医
科
歯
科
連
携
は
不
十
分
で
あ
り
、

患
者
本
位
の
診
療
体
制
を
構
築
す
る

こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
国
立
病
院
機
構
豊
橋
医
療
セ

ン
タ
ー
院
長
の
市
原
透
先
生
の「
病
院

に
お
け
る
歯
科
の
重
要
性
～
当
病
院

で
歯
科
口
腔
外
科
を
閉
鎖
し
な
い
理

由
」で
す
。一
般
病
院
の
歯
科
部
門
を

赤
字
削
減
と
の
名
目
で
廃
止
す
る
の

に
異
論
を
唱
え
て
い
ま
す
。こ
の
10

年
で
一
般
病
院
の
歯
科
標
榜
は
経
営

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
の
指
導
等
に

よ
り
約
2
割
減
少
し
て
い
ま
す
。非
感

染
性
疾
患（
Ｎ
Ｃ
Ｄ
ｓ
）、特
に
が
ん
治

療
に
お
け
る
、周
術
期
口
腔
機
能
管
理

の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
、保
険
導
入

と
な
っ
た
。病
棟
で
の
口
腔
ケ
ア
の
メ

リ
ッ
ト
も
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。例
え

ば
誤
嚥
性
肺
炎
の
減
少
、口
臭
の
消
失

に
よ
り
病
院
内
の
悪
臭
の
軽
減
、口
腔

機
能
の
改
善
に
よ
る
摂
食
の
改
善
・
看

護
師
の
負
担
軽
減
な
ど
が
明
ら
か
と

な
っ
て
い
ま
す
。安
易
に
歯
科
部
門
を

閉
鎖
す
る
の
で
な
く
、歯
科
・
歯
科
口

腔
外
科
は
必
要
で
あ
り
、医
科
歯
科
連

携
の
発
展
は
重
要
で
あ
る
と
の
お
話

で
し
た
。

　

次
に
神
奈
川
歯
科
大
学
口
腔
科
学

講
座
歯
周
病
学
分
野
教
授
の
三
辺
正

人
先
生
の「
糖
尿
病
歯
周
病
医
科
歯

科
連
携
の
有
用
性
～
連
携
手
帳
を
用

い
た
取
り
組
み
」で
す
。歯
周
病
は
糖

尿
病
の
第
6
の
合
併
症
と
い
わ
れ

て
い
る
が
、医
科
か
ら
歯
科
へ
の
糖

尿
病
患
者
の
紹
介
は
少
な
い
。「
糖
尿

病
・
歯
周
病
医
科
歯
科
連
携
手
帳
」を

考
案
し
、歯
科
に
お
け
る
糖
尿
病
リ

ス
ク
チ
ェ
ッ
ク
問
診
票
や
未
診
断
や

治
療
途
中
の
糖
尿
病
患
者
の
ス
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
で
も
有
用
で
す
。手
帳

を
用
い
る
こ
と
で
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し

医
科
歯
科
連
携
を
促
進
さ
せ
る
お
話

で
し
た
。私
自
身
も
今
後
ま
す
ま
す

医
科
歯
科
連
携
の
重
要
性
を
感
じ
、

協
会
で
も
取
り
組
ん
で
行
き
た
い
課

題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

保
団
連
医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

参
加
し
ま
し
た
の
で
報
告
致
し
ま

す
。

　

先
ず
全
国
共
同
調
査
報
告
と
し
て

「
骨
粗
鬆
症
治
療
薬
等
と
顎
骨
壊
死
・

顎
骨
骨
髄
炎
、実
態
・
意
識
調
査
」に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、ま
た
、医
科
歯

科
の
連
携
が
不
十
分
で
あ
り
、も
っ

と
連
絡
を
取
り
合
え
る
シ
ス
テ
ム
が

必
要
で
あ
る
と
結
論
し
て
い
ま
す
。

　

特
別
企
画
と
し
て「
い
し
ゃ
先
生
」

を
保
団
連
新
聞
誌
に
連
載
し
た
作
者

の
講
演
が
あ
り
、舞
台
は
昭
和
10
年

代
で
す
が
、現
代
に
も
通
じ
る
こ
と

で
も
あ
り
、「
医
者
な
ん
だ
か
ら
治
し

て
、当
り
前
」と
言
う
意
識
の
改
革
の

必
要
性
を
訴
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
俳
優
の
宝
田
明
氏
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。満
鉄
の
社

員
の
父
を
持
ち
、長
春
で
の
ゆ
た
か

な
暮
し
、又
、敗
戦
に
よ
り
ま
ぼ
ろ
し

　
「
在
宅
医
療
・
介
護
」
の
分
科
会

の
報
告
を
い
た
し
ま
す
。
一
人
暮
ら

し
高
齢
者
は
全
国
で
5
0
0
万
人
で

20
年
後
に
は
1
・
5
倍
と
な
り
全
世

帯
の
2
割
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。
こ
の
人
た
ち
を
さ
さ
え
る
「
一

人
暮
ら
し
あ
ん
し
ん
電
話
」
事
業
が

行
政
で
予
算
化
さ
れ
全
国
に
広
が
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
一
人
暮
ら

し
を
さ
さ
え
る
に
は
有
効
な
政
策
と

感
じ
ま
し
た
。
富
田
林
市
で
は
医
師

会
主
導
で
「
強
化
型
在
宅
療
養
支
援

診
療
所
・
病
院
」
の
グ
ル
ー
プ
が
全

市
で
組
織
さ
れ
有
効
に
機
能
し
て
い

る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
一
人

医
師
の
診
療
所
で
も
自
身
の
生
活
を

守
り
な
が
ら
24
時
間
の
在
宅
医
療
が

可
能
と
知
り
ま
し
た
。
た
だ
年
間
の

見
取
り
件
数
が
2
件
に
み
た
な
い
と

グ
ル
ー
プ
に
残
れ
な
い
と
の
こ
と
で

す
。

　

介
護
保
険
利
用
者
の
ロ
コ
モ
テ
ィ

ブ
症
候
群
の
解
析
の
中
心
に
な
る
筋

の「
王
道
楽
土
」と
な
り
、ソ
連
軍
侵

攻
を
受
け
、命
か
ら
が
ら
日
本
に
戻

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
経
験
よ
り
、戦
争

は
憎
悪
を
残
す
だ
け
で
あ
り
平
和
こ

そ
大
切
と
話
さ
れ
ま
す
。

　

翌
11
日
の
第
3
分
科
会「
歯
科
診

療
の
研
究
と
工
夫
」で
は
、モ
ン
ス

タ
ー
ペ
イ
シ
ェ
ン
ト
の
症
例
、歯
科

医
が「
善
意
」で
行
な
っ
た
こ
と
を
、

患
者
に
恨
ま
れ
、悪
者
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
症
例
な
ど
興
味
深
く
聴
講
し

ま
し
た
。　

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅲ
で
は「
病
院
に

行
く
こ
と
さ
え
で
き
な
い
老
後
破

産
の
現
実
」の
講
演
が
あ
り「
貧
困

大
国
」日
本
で
は
破
産
が
間
近
に
せ

ま
っ
て
い
る
こ
と
を
意
識
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。一
般
の
人
も
含
め
、多
く

の
人
が
参
加
し
、多
岐
に
わ
た
り
討

論
し
、30
周
年
記
念
に
ふ
さ
わ
し
い

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
た
。

肉
量
の
評
価
を
体
組
成
計
を
使
わ
な

い
で
血
液
中
の
シ
ス
タ
チ
ン
Ｃ
を
測

定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
近
似
値
と
し

て
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
体
組
成
計

に
よ
る
も
の
と
相
関
が
わ
か
れ
ば
有

用
な
研
究
だ
と
思
い
ま
す
。　
　

　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
Ⅲ
の
「
超
高
齢
社

会
の
医
療
の
か
た
ち
、国
の
か
た
ち
」

で
は
、
大
島
伸
一
氏
（
国
立
長
寿
医

療
研
究
セ
ン
タ
ー
名
誉
総
長
）
は
超

高
齢
社
会
の
医
療
の
あ
り
方
、
変
化

に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
の
ち
に
在
宅

医
療
に
つ
い
て
医
師
は
診
断
と
治
療

に
専
念
し
、
日
々
の
観
察
・
ケ
ア
は

看
護
師
等
に
委
ね
る
べ
き
と
発
言
さ

れ
、
具
体
的
に
は
定
期
的
訪
問
診
療

は
や
め
て
も
い
い
の
で
は
と
述
べ
ら

れ
、
ス
ェ
ー
デ
ン
等
で
は
そ
の
よ
う

に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
現
在

の
医
療
制
度
で
は
訪
問
診
療
は
月
2

回
以
上
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

が
、
今
後
訪
問
診
療
を
し
な
く
て
良

い
時
代
が
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　保団連は10月10日（土）、11日（日）の2日間、
東京都内で標記集会を開催。全国から医師・歯
科医師など434人が参加しました。今年は医療
研30周年、戦後70年、阪神淡路大震災20年を
ふまえた多彩な企画が開催され、第一線医療・
医学の創造という医療研の目的を見つめ直し、
さらに発展させる機会となりました。以下に参
加者の報告を掲載します。

第30回保団連医療研究フォーラム
第一線医療・医学の創造を

医
科
歯
科
連
携
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

（
報
告
）副
理
事
長
　
大
堂 
敏
彦

医
療
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
て

（
報
告
）理
事
　
中
村 

孝
次
郎

分
科
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
て

（
報
告
）理
事
　
古
屋 

和
博
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豊浜町歯科診療所
（呉市）
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　昨年実施された医科の個別指導及び新規個別指導の主な指摘事項を紹介します。外
来管理加算のカルテ記載（患者からの聴取事項や診察所見の要点）不備、特定疾患療養
管理料のカルテ記載（治療計画に基づいた服薬、運動、栄養等の療養上の管理内容の要
点）不備などカルテ記載の充実を求める指摘が多数あるのが特徴です。保険診療、保険
請求、カルテ記載の一助になれば幸いです。協会のホームページにもアップする予定
です。

○事務的事項及び施設基準に係る事項について
【事務的事項】
・被保険者証について、問診票の裏面にコピーをしている例が認められたが、被保険者
証のコピーを取り、保存することは個人情報保護の観点から好ましくないので改める
こと。
・一部負担金の徴収について、家族及び従業員等のいわゆる自家受診について、一部負
担金を徴収するよう改めること。
・日計表と診療報酬明細書、診療録に記載されている点数、金額について不一致なもの
が認められたので、債権管理を含めて適切に行うこと。
・療養の給付と直接関係ないサービス等とはいえないものについて、患者から費用を
徴収している例が認められたので改めること。（ガーゼ代、エアーマット代など）

【届出事項】
・届出事項に変更があったときは、速やかに中国四国厚生局へ届出事項変更（異動）届
を提出すること。（保険医（常勤・非常勤）の異動、標榜休診日、標榜診療時間、標榜時間、
標榜診療科）

○診療録等
【診療録の記載】
・診療録の様式第一号（一）の3について、受診日ごとに記録、集計、管理されていない例
が認められたので改めること。
・複数の医師が一人の患者の診療にあたっている場合において、診療の都度、診療録に
署名又は記名押印等がないため、責任の所在が明らかでない例があるので改めるこ
と。
・自費診療については、診療録を別に作成し、保険診療のものと分けて管理保管するこ
と。
・診療録については、鉛筆書きをせずボールペン等で記載するよう改めること。
・診療録は第三者でも判読出来るように記載すること。
・診療録の記載については、診療の都度、症状所見、検査の必要性、検査結果、治療計画
の要点等を記載すること。
・診療録の記載内容の修正にあたっては、修正前の記載事項が確認できるよう、二重線
で抹消のうえ、保険医が押印し、修正すること。

【傷病名の付与】
・傷病名について、疑い傷病名を連月付与している例が認められたので、医学的に妥当
性のある傷病名を記載すること。
・傷病名の付与について、検査、投薬等の査定を防ぐ目的で付与された、医学的根拠の
ないいわゆるレセプト病名と思われる傷病名を付与している例が認められたので改
めること。なお、症状について詳記が必要な場合は診療報酬明細書の摘要欄に記載す
ること。

○その他
・関係資料の未持参（診療録様式第一号（一）の3、日計表）が認められたので、指示され
たものは必ず持参すること。

○診療に関する事項
【初・再診料】
再診料
・電話等による再診時の患者等から求められた治療上の意見の内容や、患者等に対し
て行った必要な指示の内容について、診療録への記載を充実すること。
外来管理加算
・外来管理加算の算定において、患者からの聴取事項や診察所見の要点に係る診療録
への記載が不十分な例が認められたので改めること。

【医学管理等】
特定疾患療養管理料
・特定疾患療養管理料の算定にあたっては、実際に主傷病として療養上の管理が行わ
れている特定疾患を診療録及び診療報酬明細書に主傷病として明記すること。
・特定疾患療養管理料の算定において、治療計画に基づいた服薬、運動、栄養等の療養
上の管理内容の要点について、診療録への記載が不十分又は記載が画一的な例が認め
られたので充実すること。
特定薬剤治療管理料
・特定薬剤治療管理料の算定において、薬剤の血中濃度及び治療計画の要点について、
診療録への記載が不十分な例が認められたので改めること。また、特定薬剤治療管理
料の請求にあたっては、算定要件を満たした月に行うこと。
悪性腫瘍特異物質治療管理料
・悪性腫瘍特異物質治療管理料の算定において、腫瘍マーカー検査の結果及び治療計
画の要点について、診療録に記載がない例が認められたので改めること。
薬剤情報提供料
・薬剤情報提供料の算定において、薬剤情報を提供した旨を診療録に記載するよう留
意すること。
療養費同意書交付料
・療養費同意書交付料の算定において、原則として、当該疾病について療養の給付を行
うことが困難であると認めた患者に対し、同意書を交付し算定することとされている
が、その要件に該当しない例が認められたので改めること。

【在宅医療】
往診料
・往診料の算定について、患家の求めに応じて患家に赴き診療を行った場合に算定す
ることとされているが、診療録に患者からの求めに応じて診療した旨及び診療内容に
ついての記載がない例が認められたので改めること。
在宅患者訪問診療料
・在宅患者訪問診療の実施にあたっては、訪問診療を行った日における当該医師の当
該在宅患者に対する診療時間（開始時刻及び終了時刻）について、診療録に正確に記載
すること。
・在宅患者訪問診療料の算定において、訪問診療の計画及び診療内容の要点について、

診療録に記載が不十分な例、又は記載がない例が認められたので改めること。
・在宅ターミナルケア加算の算定において、診療内容の要点について、診療録への記載
がない例が認められたので改めること。
在宅時医学総合管理料
・在宅時医学総合管理料の算定にあたっては、個別の患者ごとに総合的な在宅療養計
画を作成し、その内容を患者、家族等に説明し、在宅療養計画及び説明の要点等を診療
録に記載することとされているが、その記載がない例が認められたので改めること。
在宅患者訪問看護・指導料、同一建物居住者訪問看護・指導料
・訪問看護指示料と在宅患者訪問看護・指導料について、同一月に算定している例が認
められたので改めること。訪問看護指示書を交付した訪問看護ステーションにおい
て、訪問看護療養費を算定した月については、在宅患者訪問看護・指導料を算定できな
いので改めること。
訪問看護指示料
・訪問看護指示料について、訪問看護ステーションに交付した訪問看護指示書等の写
しを診療録に添付していない例が認められたので改めること。
在宅療養指導管理料
在宅自己注射指導管理料
・在宅自己注射指導管理料の算定において、当該在宅療養を指示した根拠、指示事項
（方法、注意点、緊急時の措置を含む。）、指導内容の要点について、診療録に記載が不十
分な例、又は記載がない例が認められたので改めること。
・血糖自己測定器加算の算定について、血糖のコントロールを目的として、当該患者に
在宅で血糖の自己測定をさせ、その記録に基づき指導を行う必要があるため、測定記
録及び指導内容の診療録への記載を充実すること。
在宅酸素療法指導管理料
・在宅酸素療法指導管理料の算定において、当該在宅療養を指示した根拠、指示事項
（方法、注意点、緊急時の措置を含む。）、指導内容の要点について診療録への記載がな
い例が認められたので改めること。
在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料
・在宅持続陽圧呼吸療法指導管理料の算定にあたっては、睡眠時無呼吸症候群である
と診断した根拠を診療録に明記すること。また、当該治療の開始後1、2カ月後に評価を
行い、当該治療について継続が可能と認められた症例についてのみ引き続き算定する
こと。

【検査・画像診断】
・多項目生化学検査については、個々の症状、所見に応じ必要な項目を選択し、段階を
踏み、漫然と実施することなく、その結果は適宜評価し治療に反映すること。治療に結
びつかない検査は、健康診断的であるので改めること。
・術前に画一的に行われた生化学検査、血液検査について、検査の必要性が診療録から
読み取れない例が認められたので、検査目的、検査所見、診断根拠等を診療録に記載す
るよう改めること。
外来迅速検体検査加算
・外来迅速検体検査加算について、検査の結果に基づく診療が行われた項目のみにつ
いてのみ算定すること。
腫瘍マーカー
・腫瘍マーカーは、悪性腫瘍の患者であることが強く疑われる者に対して検査を行っ
た場合に算定するよう留意し、その根拠、経緯、検査結果等の診療録への記載を充実す
ること。
超音波検査
・超音波検査の算定について、検査の必要性が診療録から読み取れない例が認められ
たので、検査目的、検査所見、診断根拠等を診療録に記載するよう改めること。

【投薬・注射】
・注射については、経口投与をすることができないとき、経口投与による治療の効果を
期待することができないとき、特に迅速な治療をする必要があるとき、その他注射に
よらなければ治療の効果を得ることが困難であるとき等、使用の必要性について考慮
した上で使用すること。
・投薬・注射にあたっては、その必要性を十分に考慮した上で、適応、用法、用量等の薬
事法上の承認事項を厳守して使用すること。また、治療効果判定を行い、漫然と投与す
ることがないよう適正に使用すること。
・薬剤の投与について、適宜効果判定が行われずに長期にわたり漫然と投与された例
が認められたので改めること。
・ビタミン剤の投与について、病名からでは投与した根拠が乏しい例が認められたが、
医師が当該ビタミン剤の投与が必要かつ有効と判断した場合は、その趣旨を具体的に
診療録及び診療報酬明細書に十分記載すること。
・向精神薬の投与について、症状等に基づき必要性を十分に考慮の上、妥当適切に行
い、安易に患者の要求による投薬は行わないこと。投薬状況から見て、薬物依存が強く
疑われる場合は、投薬の継続による患者の健康被害を生じる危険性があるため、速や
かに適切な対処をするよう改めること。

【リハビリテーション】
疾患別リハビリテーション料
・疾患別リハビリテーションについて、従事者ごとの実施単位数を日報等の関係帳簿
を整備のうえ管理するよう改めること。
・疾患別リハビリテーションについて、次の不適切な例が認められたので改めること。
（リハビリテーション実施計画書が作成されていない。患者又は家族に対してリハビ
リテーション実施計画を説明する前にリハビリテーションを実施している。3カ月ご
との実施計画の説明の要点を診療録に記載していない。訓練の開始時刻及び終了時刻
が画一的である）
リハビリテーション総合計画評価料
・リハビリテーション総合計画評価料の算定において、リハビリテーション総合実施
計画書が作成されていない例が認められたので改めること。

【精神科専門療法】
通院・在宅精神療法
・通院・在宅精神療法について、次の不適切な例が認められたので改めること。
診療録に当該診療に要した時間の記載が不十分、又は記載がない。一定の治療計画の
もとに行った当該療法の要点の診療録への記載が不十分、又は記載がない。
精神科デイ・ケア
・精神科デイ・ケアの算定において、次の不適切な例が認められたので改めること。（疾
患等に応じた診療計画及び精神科デイ・ケアの要点について診療録への記載が不十
分。当該療法を最初に算定した日から起算して3年を超える期間に行われた場合に、週
5日を超えて算定）

2014年度医科個別指導・新規個別指導の主な指摘事項
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①�生活習慣の状況及び患者の基本状況（全身の状
態、基礎疾患の有無、服薬状況等）

・生活習慣の状況
間食をよく食べる。
喫煙する。　　　　　　
以前に喫煙歴ある。
ジュースをよく飲む。
コーラ等炭酸飲料をよく飲む。
お酢をよく飲む。
お茶をよく飲む。
コーヒー、紅茶をよく飲む。
牛乳をよく飲む。
柑橘類をよく食べる。
酢の物をよく食べる。
堅いもの、歯ごたえのあるものを好む。
柔らかいものを好んで食べる。
ガムをよく噛む。
爪を咬む癖がある。
指をしゃぶる癖がある。
頬杖をつく癖がある。
口呼吸がある。
鼻呼吸がしにくい。
口腔乾燥がある。
よく眠れない。
入眠しにくい。
睡眠時間が短い。
睡眠中に何度も目が覚める。

・基礎疾患の有無
健康である。
加療を受けている。
糖尿病は現在食事指導のみで薬は飲んでいな
い。
糖尿病の血糖値はコントロールされている。
糖尿病の血糖値はコントロールされていない。
高血圧は現在食事指導のみで薬は飲んでいな
い。
高血圧は血圧はコントロールされている。
高血圧は血圧はコントロールされていない。
心疾患は現在薬を飲んでいない。
心疾患はペースメーカーが入っている。
心疾患はニトログリセリンを持っている。
骨粗しょう症がある。
肝疾患では現在何もしていない。
アレルギーがある。
悪性腫瘍がある。

・服薬状況
抗生物質を服用している。
鎮痛剤を服用している。
胃薬を服用している。
糖尿病の薬を服用している。
高血圧の薬を服用している。
心疾患の薬を服用している。
ニトログリセリンを服用している。
ワーファリンを服用している。
骨粗しょう症の薬を服用している。
肝疾患の薬を服用している。
アレルギーの薬を服用している。
抗がん剤を服用している。

②生活習慣の改善目標
保護者へフッ化物の局所応用と効果について説
明した。
小児期で歯列不正がある場合できるだけ固いも
のを噛むこと、よく噛むことでう蝕の抑制と
上・下顎骨の発達を促すことを説明した。
1日3回毎食後にキシリトールガムを噛んでもら
う。
1日3回毎食後に歯磨きをすること。
間食は規則正しくとり、だらだら食べないこ

と。
炭酸飲料、ジュースは控える。
炭酸飲料、ジュース、甘い物を摂取後はお茶、
牛乳を飲む。
禁煙を指導した。
睡眠時間は毎日6～7時間以上とる。
保護者へ乳児に対する歯の磨き方について指導
した。
歯ブラシは2週間で交換する。
規則正しい生活とバランスのとれた食生活につ
いて説明した。
プラークコントロールの重要性とブラッシング
指導を説明した。
小さい時から硬い物をよく咬んで顎骨の発達を
促すことを説明した。
できるだけ鼻呼吸をする方が歯列不正の防止に
はいいことを伝えた。
年齢的に指しゃぶりをやめるように伝えた。
ステファン曲線を説明し、う蝕の予防方法を伝
えた。

③�口腔内の状態（プラーク及び歯石の沈着状況、
歯及び歯肉の状態等）
プラークが非常に多い。
プラークが多い。
歯石が非常に多い。
歯石が多い。
歯肉退縮があり歯根が全体的に露出している。
全体的に歯肉の腫脹がある。
歯周病が進行している。
歯肉から出血あり。
歯肉から排膿あり。
虫歯が多い。
不正咬合がある。
歯の欠損が多く、食べ物がよく噛めていない。
口臭が強い。
不良補綴物がある。
治療途中の歯が多くある。
歯の動揺がある。
歯槽骨吸収がある。
咬合性外傷がある。
ブラキシズムがある。
充填物が不適。
食片圧入がある。
WSDがある。
二次カリエスがある。
知覚過敏がある。
早期う蝕がある。
歯にハセツ線が認められる。
入れ歯が合っていない。
義歯にハセツが認められる。

④必要に応じて実施した検査結果の要点

・エックス線写真撮影等による検査
パノラマ

特に異常は認められない。
全体的に歯槽骨吸収が認められる。
部分的に歯槽骨吸収が認められる。
多数歯カリエスが認められる。
全体的に咬合の崩壊が認められる。
水平埋伏歯が認められる。
上顎洞に接近している歯がある。
下歯槽管に接近している歯がある。
埋伏歯が認められる。
永久歯の萌出障害が認められる。
根尖病巣がある歯がある。
歯根膜腔の拡大が認められる。
顎関節に異常が認められる。
腫瘍が認められる。

Ｘ－ｒａｙ
特に異常は認められない。
う蝕が象牙質に達している。

う蝕がエナメル質に限局している。
う蝕が歯髄まで達している。
う蝕が歯根部まで達している。
根尖病巣が認められる。
歯根周囲の歯槽骨吸収が認められる。
歯根嚢胞が認められる。
根管内に異物が認められる。
歯根に破折が認められる。
歯冠部破折がある。
歯根未完成である。
歯根膜腔の拡大が認められる。

・歯周病検査及びその他の検査
歯周病検査

プラークの付着は歯面全体にある。
プラークの付着は隣接面に多い。
プラークの付着は歯頸部に多い。
歯肉ポケットが3mmをこえる部位が多い。
プロービング時に出血する部位が多い。
歯の動揺が大きい。

　　
その他の検査

発熱がある。
デンタルサウンドチェッカーで左右の咬合のバ
ランスがとれていない。
聴診器により顎関節の運動時に異常が認められ
る。
血圧が高い。
血圧が低い。
脈拍に異常あり。
パルスオキシメーターの数値が低い。

⑤歯科疾患と全身の健康との関係
歯周病と糖尿病の関連について説明した。
歯周病と脳血管疾患の関連について説明した。
歯周病と心疾患の関連について説明した。
噛み合わせと姿勢関連について説明した。
よく噛むことは脳への刺激をして認知症の発症
を予防することを説明した。
よく噛むことにより唾液の分泌が良くなり、口
腔乾燥症の予防になると説明した。
よく噛むことにより多食を抑え、肥満が減少す
ると説明した。
噛み合わせを調整することで顎関節症を未然に
防止し、併せて自律神経失調症も少なくするこ
とができると説明した。

⑥治療方針の概要
治療期間は1ヶ月必要と説明した。
治療期間は2ヶ月必要と説明した。
治療期間は3ヶ月必要と説明した。
治療期間は4ヶ月必要と説明した。
治療期間は半年以上必要と説明した。
治療は1週間に1回必要と説明した。
治療は1週間に2回必要と説明した。
治療は2週間に1回必要と説明した。
治療は1ヶ月に1回必要と説明した。
治療は途中で中断しないようにと説明した。
カリエスリスクが高い事を説明した。
歯周病リスクが高い事を説明した。
歯周治療では外科処置が必要と説明した。
基本歯周治療終了後、補綴治療計画を立てる予
定と説明した。

　協会ホームページ「会員の
方へ」のページにも順次掲載
していく予定です。また、ご希
望の先生には、協会からお送
りできます。

　充実したカルテを作成するためには、レセコンのカルテ文をカスタマイズする必要があります。本号よりカルテ文をカスタ
マイズする例文を連載します。内容は協会歯科社保対策部会にて歯科診療報酬点数表のルールを基に、個別指導における指摘
事項を参考にしながら作成しております。
　第1回目は「歯科疾患管理料」のカルテ文を掲載します。個別指導における指摘事項では患者提供用の管理計画書にチェック
を入れるだけでは不可とされています。歯科疾患管理料は管理計画書（提供年月日・患者又はその家族が記入する歯科疾患と関
連性のある生活習慣の状況・生活習慣の改善目標・患者の基本状況・口腔内の状態・必要に応じて実施した検査結果等の要点・歯
科疾患と全身の健康との関係・治療方針の概要・保険医療機関名・当該管理の担当歯科医師名等）の記載内容の不備を指摘され
ています。

レセコンのカルテ文をカスタマイズして
指導対策をしよう（その1）

レセコンのカルテ文をカスタマイズして
指導対策をしよう（その1）

レセコンのカルテ文をカスタマイズして
指導対策をしよう（その1）

　歯科疾患管理料（初回用）

歯
科
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求
め
る
会
の
佐
々
木
貞
子
さ
ん
よ

り
お
礼
が
届
き
ま
し
た
の
で
、併
せ

て
紹
介
し
ま
す
。

　

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

お
礼　

佐
々
木
貞
子

　

こ
の
た
び
の
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
を
求
め
る
署
名
運
動
に
際
し
ま

し
て
は
、多
大
な
ご
援
助
、ご
協
力
を

頂
き
、厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

残
念
な
が
ら
9
月
議
会
で
不
採
択

と
な
り
ま
し
た
が
、1
万
筆
以
上
の

署
名
は
重
く
受
け
と
め
ら
れ
、今
後
、

助
成
の
拡
充
に
努
力
す
る
と
の
こ
と

で
し
た
。昨
日
10
名
が
市
長
と
面
談

し
、少
し
で
も
助
成
を
拡
充
し
て
く

れ
る
よ
う
要
望
書
を
出
し
ま
し
た
。

市
長
は
予
算
が
な
い
こ
と
、国
・
県
か

ら
の
助
成
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
、

先
立
つ
施
策
が
あ
る
こ
と
な
ど
話
さ

れ
て
い
ま
し
た
。「
何
と
か
し
て
や
り

た
い
と
い
う
思
い
は
あ
る
」な
ど
と

結
ん
で
い
ま
し
た
。

　

ニ
ュ
ー
ス
を
同
封
し
て
お
り
ま

す
。私
ど
も
の
会
は
願
い
が
実
現
す

る
ま
で
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。今
後
と
も
御
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

協
会
は
、「
誰
も
が
安
心
し
て
医
療

が
受
け
ら
れ
る
医
療
制
度
」の
実
現
に

向
け
た
運
動
の
一
環
と
し
て
、各
自

治
体
が
設
け
る
子
ど
も
、重
度
障
害

者
の
医
療
費
助
成
制
度
の
拡
充
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。地
域
の
団
体
で
あ

る「
中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
完
全

無
料
化
を
求
め
る
会
」（
以
下「
求
め
る

会
」）は
東
広
島
市
に
お
い
て
、中
学
校

卒
業
ま
で
の
医
療
費
助
成
制
度
の
実

現
を
求
め
る
署
名
に
取
り
組
み
、協
会

も
今
年
4
月
下
旬
に
東
広
島
市
の
先

生
方
に
署
名
の
協
力
を
お
願
い
し
て

い
ま
し
た
。

　

求
め
る
会
は
6
月
、議
長
に
1
万

を
超
え
る
署
名
を
提
出
。「
継
続
審

議
」と
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、9
月
議

会
に
て
残
念
な
が
ら
否
決
と
さ
れ
ま

し
た
。求
め
る
会
は
、議
会
の
討
論
も

踏
ま
え
、今
後
の
運
動
を
話
し
合
い
、

要
求
実
現
に
向
け
運
動
を
強
め
て
い

く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

中
の
表
・
グ
ラ
フ
も
細
か
い
数
字
を

出
し
て
い
て
、比
較
等
で
は
各
都
道

府
県
別
の
デ
ー
タ
や
諸
外
国
と
の
比

較
も
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

普
段
聴
く
こ
と
の
で
き
な
い
先
生

の
講
演
も
大
変
良
か
っ
た
で
す
。

　

初
日
の
記
念
講
演
で
は
現
在
日
本

が
行
お
う
と
し
て
い
る
数
々
の
問
題

（
社
会
保
障
改
革（
社
会
保
障
の
理
念

の
す
り
か
え
）、医
療
制
度
改
革
、医

療
費
の
抑
制
・
削
除
、医
療
制
度
の
あ

り
方
、医
療
提
供
体
制
改
革
、地
域
医

療
構
想
で
の
思
惑
・
ね
ら
い
・
今
後

の
進
め
方
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
社
会
保
険
・

改
革
、介
護
保
険
か
ら
は
ず
さ
れ
た

生
活
支
援
の
営
利
化
、等
特
に
私
が

も
っ
と
学
び
た
い
と
感
じ
た
項
目
を

上
げ
ま
し
た
）に
対
す
る
対
処
方
法

の
具
体
的
な
考
え
、国
が
行
っ
て
い

る
注
意
喚
起
の
方
法
、医
療
機
関
に

対
す
る
調
査（
例
：
病
床
報
告
等
）の

反
映
方
法（
一
番
理
想
に
近
い
デ
ー

タ
を
基
準
に
改
定
す
る
）と
い
っ
た

内
容
を
、書
類（
実
際
の
国
の
会
議
の

資
料
を
含
む
）・
表
等
で
講
義
を
し
て

頂
き
、現
状
を
も
っ
と
知
り
た
い
の

で
今
回
で
終
わ
り
に
せ
ず
自
分
な
り

に
も
学
ん
で
い
き
ま
す
。

　

2
日
目
の
医
療
事
故
調
査
制
度
の

講
義
も
、ま
ず
目
的
が
、医
療
事
故
の

再
発
防
止
で
あ
っ
て
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
は
誰
に
で
も
必
ず
お
こ
る
も
の

で
個
人
の
責
任
を
追
及
す
る
も
の
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
、【
医
療
事
故
】

と
明
記
し
て
い
る
が
正
し
く
は【
医

療
死
亡
事
故
】で
あ
る
と
い
う
こ
と

を
教
わ
り
、そ
の
後
に
院
内
死
亡
事

故
調
査
・
報
告
の
流
れ
の
説
明

・
発
生
→
管
理
者
が
医
療
死
亡
事
故
に

該
当
と
判
断
→
管
理
者
が
遺
族
・
調
査

セ
ン
タ
ー
に
報
告
、院
内
事
故
調
査
開

始
→
院
内
事
故
調
査
の
実
施
、事
故
内

容
の
書
類
作
成
→
遺
族
・
調
査
セ
ン

タ
ー
に
結
果
を
報
告
→（
下
記
の
調
査

が
な
け
れ
ば
）→
調
査
セ
ン
タ
ー
が
再

発
防
止
に
関
す
る
啓
発

前
記
の
後
に
、

・
管
理
者
・
遺
族
よ
り
依
頼
が
あ
っ
た

場
合
は
、調
査
セ
ン
タ
ー
が
外
部
医

師
を
入
れ
院
内
事
故
調
査
を
実
施
→

調
査
セ
ン
タ
ー
が
病
院（
診
療
所
）と

遺
族
に
報
告
→
調
査
セ
ン
タ
ー
が
再

発
防
止
に
関
す
る
啓
発

　

た
だ
し
、あ
く
ま
で
も
医
療
死
亡

事
故
か
否
か
の
判
断
は
管
理
者
が
判

断
す
る
。そ
の
中
で
、ど
こ
ま
で
が
医

療
死
亡
事
故
の
該
当
か
医
療
死
亡
事

故
の
該
当
と
思
い
が
ち
だ
が
該
当
し

な
い
も
の（
医
療
に
起
因
す
る
も
の
、

予
期
せ
ぬ
死
亡（
異
常
死
体
）と
の
見

極
め
方
）、調
査
の
外
部
委
託（
第
三

者 

医
師
）の
問
題
・
注
意
点
の
実
例

を
参
考
に
教
わ
り
、そ
の
上
で
第
三

者　

医
師
は
管
理
者
の
卒
業
大
学
と

は
別
の
大
学
で
知
り
合
い
の
医
師
が

好
ま
し
い
と
の
ア
ド
バ
イ
ス
も
受
け

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、実
際
の
医
療
事
故
、医
療

訴
訟
を
例
に
あ
げ
て
の
講
義
も
、普

段
な
か
な
か
詳
し
く
聴
く
こ
と
が
な

い
た
め
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
し

た
。特
に
普
通
で
は
裁
判
時
の
患
者

か
ら
の
請
求
金
額
、最
終
的
な
勝
訴
・

敗
訴
・
和
解
時
の
支
払
金
額
な
ど
は

聞
く
こ
と
が
な
い
の
で
と
て
も
参
考

に
な
り
ま
し
た
。当
ク
リ
ニ
ッ
ク
用

の
医
療
死
亡
事
故
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
作
成
す
る
た
め
も
う
一
度
復
習
し

て
い
る
最
中
で
す
。

　

今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
貴
重
な
講
義
を
多
数
受
講
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
、医
療
制
度
の
移
り

変
わ
り
が
激
し
い
現
在
の
日
本
で
、

現
状
の
流
れ
に
遅
れ
な
い
よ
う
に

日
々
注
意
し
て
保
団
連
の
動
き
、情

報
を
今
ま
で
以
上
に
注
意
し
て
確
認

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

と
て
も
良
い
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
さ

せ
て
頂
き
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。有

り
難
う
御
座
い
ま
し
た
。（
呉
市
・
医

療
法
人
社
団　

仁
井
谷
医
院　

に
い

た
に
ク
リ
ニ
ッ
ク
事
務
長
）

　

2
日
間
の
受
け
さ
せ
て
頂
い
た
中

で
の
感
想
は
、ま
ず
1
番
に
報
告
内

容
の
細
か
さ
に
保
団
連
の
丁
寧
さ
細

か
さ
を
感
じ
ま
し
た
。よ
く
他
の
講

義
等
に
も
参
加
し
た
り
す
る
の
で
す

が
、た
い
て
い
の
講
義
、資
料
は
お
お

ざ
っ
ぱ
な
内
容
が
多
く
、今
回
の
講

義
や
資
料
の
細
か
い
内
容（
説
明
、数

字
、表
・
グ
ラ
フ
等
）が
と
て
も
興
味

を
も
っ
て
読
み
聴
き
で
き
て
議
題
の

内
容
に
入
り
や
す
か
っ
た
の
が
1
番

の
印
象
で
し
た
。

　

実
際
、日
々
悪
化
の
道
を
進
ん
で

い
く
日
本
の
医
療
の
問
題
に
対
し
保

団
連
が
何
に
着
目
し
、ど
の
様
に
働

き
か
け
な
が
ら
、い
か
に
改
善
す
る

よ
う
に
活
動
を
し
て
い
る
か
が
は
っ

き
り
し
て
い
て
、は
っ
き
り
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
言
い
切
っ
て
説
明
が
で

き
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。資
料
の

福
島
県
教
職
員
組
合
　
原
発
災
害
対
策
担
当
　
日
野
　
彰

福
島
の
今
と
学
校
現
場

　

原
発
震
災
か
ら
4
年
半
が
経
過
し

た
今
、福
島
県
内
で
は
一
部
の
地
域
を

除
い
て
は
、原
発
事
故
が
な
か
っ
た
か

の
よ
う
に「
通
常
」の
生
活
に
戻
っ
て

い
る
。し
か
し
、一
部
の
地
域
で
は「
復

興
」は
ま
っ
た
く
進
ん
で
い
な
い
。

　

津
波
に
よ
る
被
災
者
と
原
発
災
害

の
被
災
者
の
多
く
は
、今
で
も
仮
設

住
宅
や
借
り
上
げ
住
宅（
み
な
し
仮

設
）に
住
み
続
け
て
い
る
。津
波
被
害

を
受
け
た
沿
岸
地
域
の
復
興
は
徐
々

に
進
ん
で
い
る
が
、被
災
者
の
住
宅

再
建
へ
の
道
の
り
は
険
し
い
。

　

双
葉
地
方
を
中
心
と
す
る
避
難
指

示
区
域
の
除
染
は
よ
う
や
く
始
ま
っ

た
ば
か
り
で
、い
つ
に
な
っ
た
ら
住
民

が
戻
れ
る
か
の
見
通
し
も
立
た
な
い
。

そ
の
た
め
、最
近
で
は
避
難
先
に
住
居

を
求
め
る
人
々
が
多
く
な
っ
た
。復
興

庁
の
調
査
に
よ
る
と
、ふ
る
さ
と
に
戻

り
た
い
と
答
え
た
世
帯
は
、各
町
村
で

1
～
2
割
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

原
発
災
害
に
よ
り
避
難
し
た
の
は

避
難
指
示
区
域
の
人
々
だ
け
で
は
な

い
。自
主
避
難
と
い
う
か
た
ち
で
、県

外
に
避
難
し
て
い
る
人
々
が
数
万
人

い
る
。自
主
避
難
者
に
は
、借
り
上
げ

住
宅
の
支
援
と
高
速
料
金
の
無
償
化

は
行
わ
れ
て
い
る
が
、そ
れ
以
外
の

補
償
は
全
く
な
い
。多
く
は
母
子
避

難
と
い
う
か
た
ち
で
、仕
事
の
関
係

で
夫
の
み
が
県
内
に
と
ど
ま
っ
て
い

る
。1
つ
の
世
帯
が
2
か
所
に
分
か

れ
て
生
活
し
て
い
る
た
め
、す
べ
て

の
費
用
が
2
倍
か
か
る
。経
済
的
な

負
担
が
大
き
く
、継
続
困
難
と
な
っ

て
仕
方
な
く
福
島
県
に
戻
っ
て
く
る

世
帯
も
増
え
て
い
る
。一
方
で
、避
難

す
る
こ
と
も
で
き
ず
に
高
線
量
地
域

に
住
み
続
け
て
い
た
人
々
も
い
る
。

そ
の
こ
と
が
関
係
を
さ
ら
に
複
雑
に

し
て
い
る
。福
島
県
内
で
放
射
線
に

つ
い
て
の
危
険
性
を
訴
え
る
人
は
、

「
不
安
を
あ
お
る
人
」と
い
う
風
潮
が

で
き
あ
が
り
つ
つ
あ
り
、も
の
が
言

え
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

県
内
各
地
の
除
染
廃
棄
物
を
中
間

貯
蔵
施
設
に
搬
入
す
る
た
め
の
試
験

輸
送
が
、2
0
1
5
年
3
月
に
よ
う

や
く
始
ま
っ
た
。本
格
輸
送
が
始
ま

る
ま
で
は
、各
地
の
除
染
廃
棄
物
は

仮
置
き
場
や
自
宅
の
敷
地
内
に
置
き

去
り
の
ま
ま
と
な
る
。

　

福
島
県
内
の
小
中
学
校
で
も
、一

部
を
除
い
て
は
す
で
に
震
災
前
の
状

態
に
戻
っ
て
い
る
。震
災
直
後
は
放

射
能
の
不
安
な
ど
も
あ
り
、行
事
等

は
無
理
を
し
て
ま
で
実
施
し
な
か
っ

た
。そ
の
た
め
学
校
現
場
に
は
少
し

余
裕
が
う
ま
れ
、教
職
員
が
子
ど
も

た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
過
ご
す
時
間
を

多
く
と
る
こ
と
が
で
き
た
。本
来
の

学
校
ら
し
さ
が
取
り
戻
せ
た
時
期
で

あ
っ
た
。し
か
し
、時
間
の
経
過
と
と

も
に
元
通
り
に
戻
そ
う
と
い
う
行
政

や
社
会
か
ら
の
要
請
も
あ
り
、現
在

で
は
学
校
現
場
は
震
災
前
よ
り
も
多

忙
な
状
態
で
あ
る
。

　

被
災
し
た
双
葉
地
方
の
小
中
学
校

は
、県
内
各
地
で
再
開
し
て
い
る
。各

自
治
体
が
行
政
機
能
を
移
転
し
た
市

町
村
で
、廃
校
と
な
っ
た
校
舎
を
再
利

用
し
た
り
、仮
設
校
舎
を
建
設
し
た
り

し
て
授
業
を
行
っ
て
い
る
。し
か
し
、

通
学
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
数
は
、

震
災
前
の
1
割
程
度
で
あ
る
。戻
っ

て
き
た
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
、一
度

は
避
難
先
の
学
校
に
転
入
し
た
も
の

の
不
登
校
に
な
り
、そ
れ
を
2
～
3
回

繰
り
返
し
て
、最
終
的
に
元
の
学
校
に

戻
っ
て
き
た
子
ど
も
も
少
な
く
な
い
。

そ
の
た
め
教
職
員
は
日
々
の
授
業
だ

け
で
な
く
、子
ど
も
た
ち
の
心
の
ケ
ア

も
大
切
で
あ
る
。

　

し
か
し
、学
校
現
場
で
奮
闘
し
て
い

る
教
職
員
も
被
災
者
な
の
で
あ
る
。慣

れ
な
い
土
地
で
の
生
活
や
家
族
の
問

題（
両
親
の
介
護
や
子
の
就
学
な
ど
）

を
抱
え
な
が
ら
、日
々
の
生
活
を
送
っ

て
い
る
。そ
の
上
に
震
災
後
に
膨
れ
あ

が
っ
た
学
校
業
務
を
行
う
の
は
大
変

な
こ
と
で
あ
る
。精
神
疾
患
な
ど
で
、

教
職
員
が
病
気
休
暇
を
と
る
危
険
性

は
高
ま
っ
て
い
る
。

　

福
島
県
外
で
は
あ
ま
り
報
道
さ
れ

な
く
な
っ
て
い
る
と
思
う
が
、福
島

は
ま
だ
ま
だ
復
興
し
て
い
な
い
。福

島
の
こ
と
を
忘
れ
ず
に
興
味
を
も
ち

続
け
て
ほ
し
い
。福
島
を
風
化
さ
せ

な
い
で
ほ
し
い
。

命の海を

原発よりも

66

病院・有床診療所セミナー
in京都開く

　保団連は9月26日（土）、27日（日）の両日、京都市内にて今年度の病院・
有床診療所セミナーを開催しました。セミナーは今年で33回目。「入院医
療をめぐる動きと対策について」と題した基調報告の他、記念講演、医療
事故調査制度実施前セミナー、病院・有床診分科会など多彩な企画があり
ました。広島からの参加者の感想を紹介します。

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て

（
感
想
）瀧
鍵
幸
寛

保団連

中
学
校
卒
業
ま
で
の
医
療
費
を
無

料
に
！！

「
求
め
る
会
」―
請
願
否
決
も
要
求

実
現
に
向
け
運
動
を
強
め
る
決
意
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「
医
科
届
出
医
療
研
究
会
」

に
参
加
し
て（

感
想
）山
下
修
治

し
て
頂
い
た
こ
と
は
、遵
守
す
べ
き
項

目
の
再
確
認
と
い
う
観
点
か
ら
は
、大

変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、広
島
県
の
適
時
調
査
実
施
状

況
を
、各
都
道
府
県
と
比
較
し
た
デ
ー

タ
な
ど
も
提
示
さ
れ
、客
観
的
に
考
察

で
き
た
と
思
い
ま
す
。ま
た
、広
島
県

の
適
時
調
査
実
施
件
数
が
、東
京
・
大

阪
よ
り
も
多
い
こ
と
に
は
驚
き
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、適
時
調
査
に
よ
る
、返
還

金
に
関
し
て
の
説
明
で
は
、全
国
的
に

そ
の
数
値
が
、右
肩
上
が
り
で
あ
る
こ

と
、入
院
基
本
料
な
ど
の
初
歩
的
な
基

準
を
継
続
的
に
ク
リ
ア
す
る
こ
と
の

重
要
性
が
、再
確
認
で
き
ま
し
た
。施

設
基
準
で
は
、解
釈
ひ
と
つ
で
、多
額

の
返
還
金
が
発
生
し
、病
院
経
営
に

大
き
な
影
響
が
出
て
く
る
こ
と
を
分

か
っ
て
い
る
つ
も
り
で
は
い
た
も
の

の
、実
際
の
金
額
を
例
示
さ
れ
る
こ
と

で
、今
後
の
業
務
に
も
よ
り
緊
張
感
を

持
っ
て
取
り
組
め
る
の
で
は
な
い
か

と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
は
、一
医
療
機
関
と
し

て
、厚
生
局
の
解
釈
に
疑
義
を
唱
え
る

こ
と
を
躊
躇
し
て
い
ま
し
た
が
、今
回

の
研
究
会
を
終
え
て
、さ
ら
に
知
識
を

深
め
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、今
後
は
、

よ
り
高
い
水
準
で
の
検
討
が
、病
院
経

営
に
お
い
て
も
、対
行
政
に
お
い
て
も

出
来
れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

　

何
よ
り
も
、患
者
様
と
職
員
の
幸
せ

に
つ
な
が
る
よ
う
、情
報
を
活
か
し
た

い
と
思
い
ま
す
。（
福
山
市
・
医
療
法
人

紘
友
会 

福
山
友
愛
病
院
管
理
部
）

　

広
島
市
安
佐
北
区
可
部
南
に
あ
る
安
佐
市
民
病
院
の

建
て
替
え
問
題
に
つ
い
て
、広
島
市
議
会
は
、9
月
29
日

の
本
会
議
に
て
、現
在
地
と
同
区
亀
山
南
の
荒
下
地
区

で
の「
機
能
分
化
」を
進
め
る
広
島
市
提
出
の
議
案
を
可

決
し
ま
し
た
。厚
生
委
員
会
で
は
議
決
に
至
ら
な
か
っ

た
も
の
の
、本
会
議
で
は
賛
成
30
票
、反
対
23
票
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　

広
島
市
は
、2
0
1
4
年
2
月
議
会
に
て
安
佐
市
民

病
院
の
全
面
移
転
案
が
否
決
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、「
地

域
住
民
と
市
と
が
そ
の
思
い
や
考
え
を
互
い
に
主
張
し

受
け
止
め
た
上
で
、『
医
療
機
能
の
分
化
整
備
案
』と
し

て
と
り
ま
と
め
た
」と
、提
案
の
趣
旨
を
説
明
し
ま
し

た
。本
会
議
の
審
議
の
中
で
、「
耐
震
性
や
老
朽
化
の
問

題
が
あ
り
、建
て
替
え
の
決
定
を
遅
ら
せ
て
は
な
ら
な

い
」と
機
能
分
化
案
に
賛
成
す
る
声
が
あ
る
一
方
で
、

「
運
営
主
体
が
明
確
化
さ
れ
て
い
な
い
」「
議
論
を
深
め

る
時
間
が
足
り
な
い
」な
ど
、機
能
分
化
案
に
懸
念
、反

対
す
る
声
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、分
化
整
備
の
計
画
が
具
体
化
さ
れ
、順
次
実
施

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、周
辺
自
治
体
の
住
民
も

含
め
て
、市
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
病
院

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
責
任
が
広
島
市
に
は
あ
り
ま

す
。機
能
分
化
案
の
問
題
に
つ
い
て
、三
宅
正
明
広
島
市

議
会
議
員（
安
芸
区
）に
お
聞
き
し
ま
し
た
。（
聞
き
手
及

び
文
・
協
会
事
務
局
）

―
機
能
分
化
案
を
ど
の
よ
う
に
評
価

し
ま
す
か

　

現
在
の
安
佐
市
民
病
院
は
5
2
7

の
急
性
期
病
床
を
持
っ
て
い
る
。今

回
、広
島
市
が
出
し
た
機
能
分
化
案

は
、急
性
期
4
5
0
病
床
と
地
域
包
括

ケ
ア
・
緩
和
ケ
ア
77
病
床
に
分
け
る
と

い
う
も
の
だ
。昨
年
否
決
さ
れ
た
全
面

移
転
案
は
5
2
7
の
急
性
期
病
床
全

て
を
移
転
さ
せ
る
と
い
う
提
案
だ
っ

た
た
め
、今
回
の
提
案
内
容
と
は
全
く

異
な
る
。厚
生
委
員
会
で
は
、機
能
分

化
案
の
内
容
が
今
後
ど
の
よ
う
な
影

響
を
与
え
る
か
を
質
し
た
。

　

現
在
、広
島
二
次
保
健
医
療
圏
の

既
存
病
床
数
は
県
が
定
め
る
基
準
病

床
数
を
上
回
っ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
、今
後
増
大
す
る
医
療
費
を
抑
え

る
た
め
、国
か
ら
病
床
削
減
を
求
め

ら
れ
る
の
は
必
至
だ
ろ
う
。そ
う
な

れ
ば
、「
77
病
床
を
減
ら
そ
う
」と
い

仕
事
”と
い
う
気
が
し
て
な
ら
な
い
。

広
島
市
は
急
性
期
5
2
7
病
床
を
稼

動
し
て
建
設
に
使
っ
た
3
0
0
億
円

を
よ
う
や
く
返
済
で
き
る
と
説
明
し

て
い
る
。4
5
0
病
床
に
す
れ
ば
返
済

は
困
難
に
な
り
、計
画
の
見
直
し
を
迫

ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。そ
う
質
問
し

て
も「
や
っ
て
み
な
い
と
わ
か
ら
な

い
」と
の
返
答
だ
。

　

広
島
市
北
部
は
、周
辺
に
人
口
が

減
っ
て
い
る
市
町
も
あ
り
、民
間
の
医

療
機
関
の
経
営
が
成
り
立
ち
に
く
い

地
域
だ
と
感
じ
て
い
る
。そ
の
よ
う
な

状
況
で「
地
域
の
拠
点
と
な
り
得
る
病

院
の
ベ
ッ
ド
が
な
く
な
る
」の
は
大
き

な
問
題
で
は
な
い
か
。一
度
4
5
0
床

に
し
た
も
の
を「
増
や
し
て
く
れ
」は

通
ら
な
い
だ
ろ
う
。広
島
県
は「
ベ
ッ

ド
を
減
ら
せ
」と
い
う
権
限
は
持
っ

て
い
な
い
が
、「
新
設
、増
設
は
認
め
な

い
」と
い
う
権
限
を
持
っ
て
い
る
。こ

う
し
た
点
に
つ
い
て
も
検
討
さ
れ
て

い
な
い
よ
う
に
思
う
。

―
計
画
の
見
直
し
を
求
め
て
い
く
な

ど
、今
後
の
取
り
組
み
を
考
え
て
い

ま
す

　

議
会
で
可
決
し
た
こ
と
か
ら
、今

後
は
事
業
に
関
す
る
予
算
や
計
画
な

ど
関
連
の
議
案
を
討
議
す
る
な
か

で
、住
民
の
要
求
を
ど
れ
だ
け
反
映

で
き
る
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
。現

在
地
の
活
用
や
荒
下
地
区
の
区
画
整

理
な
ど
、今
後
の
動
向
も
注
視
し
て

ほ
し
い
。

　

私
は
人
の
一
番
の
宝
は「
健
康
」で

あ
る
と
思
う
。病
気
に
な
れ
ば
健
康
が

阻
害
さ
れ
る
。病
院
は
そ
う
い
う
人
々

を
助
け
る
最
後
の
砦
だ
。長
く
安
定
的

に
そ
の
地
域
に
根
付
い
て
、地
域
の

人
々
を
見
守
っ
て
い
く
と
い
う
施
設

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。そ
の
た
め
、

現
在
地
で
の
建
て
替
え
を
訴
え
た
。そ

も
そ
も「
病
院
を
良
く
し
よ
う
」と
い

う
話
は
市
民
に
と
っ
て
も
良
い
話
で

あ
る
は
ず
だ
。「
新
し
い
病
院
が
で
き

る
。そ
の
た
め
に
皆
で
い
い
も
の
を
つ

く
ろ
う
」と
な
る
の
が
本
来
の
姿
で
は

な
い
か
。し
か
し
広
島
市
が
一
生
懸
命

考
え
た
と
は
思
え
な
い
。安
佐
市
民
病

院
が
開
業
医
の
先
生
方
に
信
頼
さ
れ

る
急
性
期
病
院
と
し
て
機
能
で
き
る

よ
う
、私
自
身
、こ
れ
か
ら
も
努
力
し

た
い
。

う
判
断
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　

安
佐
市
民
病
院
は
、広
島
市
北
部
に

お
い
て
、救
急
医
療
や
へ
き
地
医
療
を

担
い
、ま
た
、ガ
ン
の
拠
点
病
院
と
し

て
、な
く
て
は
な
ら
な
い
病
院
で
あ

り
、そ
の
た
め「
ベ
ッ
ド
は
減
ら
せ
な

い
」と
し
て
き
た
。こ
の
方
針
を
変
え
、

急
性
期
病
床
を
減
ら
す
こ
と
は
、自
ら

が「
た
ら
い
回
し
」を
作
り
出
す
こ
と

に
な
る
。ま
た
、医
業
収
入
に
つ
い
て
、

年
間
7
～
8
億
円
の
減
収
と
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
と
指
摘
し
た
。今

後
、診
療
報
酬
の
引
き
下
げ
や
患
者
自

己
負
担
増
、病
床
削
減
な
ど
の
医
療
保

険
制
度
改
革
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、医
業

収
入
に
影
響
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、自
ら
が
病
院

経
営
を
苦
し
く
す
る
方
針
を
打
ち
出

す
こ
と
は
全
く
理
解
で
き
な
い
。

―
広
島
市
は
住
民
と
真
摯
に
向
き

合
っ
て
き
た
結
果
の
提
案
だ
と
述
べ

て
い
ま
す

　
「
荒
下
地
区
に
移
転
し
た
ら
遠
く

な
っ
て
し
ま
う
の
で
現
在
地
で
の
建

て
替
え
を
」な
ど
の
意
見
に
は
一
定
応

え
る
内
容
で
あ
る
と
思
う
。し
か
し
、

本
質
的
な
も
の
を
疎
か
に
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。議
会
で
否
決
さ
れ
た

前
案
は「
安
佐
市
民
病
院
を
北
部
の
医

療
の
拠
点
に
し
た
い
」と
い
う
思
い
が

あ
っ
た
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。機
能
分

化
案
に
は
そ
れ
が
な
く
、“
や
っ
つ
け

広島市議会、病院の機能分化案を可決
市民が安心して医療を受け
られる病院づくりを望む

　

私
が
こ
の
研
究
会
に
参
加
し
た
の

は
、業
務
の
一
環
と
し
て
、適
時
調
査

対
応
の
た
め
の
ス
キ
ル
を
高
め
た
い

と
思
っ
た
こ
と
と
、地
方
厚
生
局
の
動

向
、さ
ら
に
は
、当
院
の
管
理
体
制
を

客
観
的
に
判
断
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

講
習
の
内
容
に
関
し
て
は
、事
務
・

管
理
部
門
に
携
わ
り
、適
時
調
査
の
対

応
を
経
験
し
て
い
る
方
に
と
っ
て
は
、

比
較
的
初
歩
的
な
内
容
で
あ
る
と
感

じ
ま
し
た
が
、施
設
基
準
と
い
う
膨
大

な
規
制
の
中
か
ら
、基
本
的
な
事
項
を

抜
粋
し
、具
体
的
な
例
を
挙
げ
て
説
明

　

非
正
規
社
員
を
正
社
員
へ
転
換
し

た
こ
と
に
よ
り
支
給
さ
れ
る
助
成
金

に
つ
い
て
以
前
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、そ
の
逆
の

「
正
社
員
か
ら
非
正
規
社
員（
今
回
は

契
約
社
員
と
い
た
し
ま
す
）へ
変
更
で

き
る
か
か
ど
う
か
。」と
の
相
談
を
受

け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
出
勤
不
良
、

勤
務
態
度
不
良
、能
力
不
足
等
に
よ
り

他
の
正
社
員
と
同
じ
処
遇
で
引
き
続

き
雇
用
し
た
く
な
い
。」、「
も
し
改
善

が
見
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、契
約

を
更
新
せ
ず
最
終
的
に
は
や
め
て
い

た
だ
き
た
い
。」等
の
理
由
か
ら
で
す
。

確
か
に
人
事
権
は
使
用
者
側
に
あ
り
、

前
述
の
出
勤
不
良
、勤
務
態
度
不
良
、

能
力
不
足
等
の
社
員
に
対
し
て
行
な

う
懲
戒
処
分
と
し
て
降
格
が
あ
り
ま

す
。

　

そ
こ
で
今
回
正
社
員
か
ら
契
約
社

員
へ
の
降
格
が
可
能
か
ど
う
か
ご
説

明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ま
ず
、結
論
か
ら
言
う
と
、就
業
規
則

上
の
懲
戒
処
分
で
あ
る
降
格
を
根
拠

と
し
た
契
約
社
員
へ
の
変
更
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

参
考
と
な
る
の
が
、私
立
学
校
に

お
い
て
、定
年
60
歳
と
す
る
教
諭
を

雇
用
期
間
一
年
と
す
る
講
師
に
降
格

す
る
懲
戒
処
分
は
許
さ
れ
な
い
と
し

た
判
例（
学
校
法
人
倉
田
学
園
事
件
）

で
す
。

　

そ
の
判
例
要
旨
で「
使
用
者
は
、懲

戒
権
を
行
使
す
る
等
一
定
の
場
合

に
、雇
用
の
同
一
性
を
失
わ
な
い
範

囲
内
で
労
働
者
の
職
務
内
容
を
一
方

的
に
変
更
し
う
る
こ
と
を
就
業
規
則

に
規
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る

が
、そ
れ
を
こ
え
て
当
該
労
働
契
約

を
社
会
通
念
上
全
く
別
個
の
も
の
に

変
更
し
う
る
と
い
う
こ
と
を
就
業
規

則
に
定
め
た
と
し
て
も
、そ
の
よ
う

な
事
項
は
、新
た
な
契
約
の
締
結
と

み
る
ほ
か
な
く
、当
該
労
働
契
約
の

内
容
と
な
り
え
な
い
も
の
で
あ
る
か

ら
労
働
契
約
を
規
律
す
る
も
の
と
は

な
り
え
な
い
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。」

と
あ
り
ま
す
。

　

終
身
雇
用
を
前
提
と
し
た
正
社
員

か
ら
労
働
契
約
の
終
了
が
あ
る
契
約

社
員
へ
の
変
更
は「
雇
用
の
同
一
性
」

を
失
う
も
の
と
判
断
さ
れ
た
と
言
う

こ
と
で
す
。た
だ
し
、後
段
の「
新
た
な

契
約
の
締
結
」に
つ
い
て
は
、使
用
者

側
が
本
来
解
雇
す
べ
き
事
案
を
情
状

酌
量
に
よ
り
再
度
、契
約
社
員
と
し
て

雇
用
す
る
場
合
は
、契
約
社
員
へ
の
変

更
も
可
能
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。た
だ
、そ
の
場
合
は

懲
戒
解
雇
に
つ
い
て
合
理
的
な
理
由

が
あ
り
、社
会
通
念
上
相
当
と
認
め
ら

れ
る
だ
け
の
根
拠
が
あ
る
か
ど
う
か

が
重
要
と
な
り
ま
す
。も
ち
ろ
ん
他
の

懲
戒
処
分（
譴
責
、減
給
、出
勤
停
止
、

降
格
等
）に
つ
い
て
も
同
様
で
す
の
で

お
気
を
つ
け
く
だ
さ
い
。（
特
定
社
会

保
険
労
務
士 

白
鷺
克
憲
）

三宅議員

雇用問題等Ｑ＆Ａ
面接・雇用から
採用・退職まで
面接・雇用から
採用・退職まで◯102◯102

懲
戒
処
分
に
よ
る
正
社
員
か
ら
契
約
社
員
へ
の
変
更
は
可
能
か
？

　

雇
用
問
題
等
に
関
す
る
ご
質

問
・
ご
意
見
、読
ま
れ
て
の
ご
感

想
等
を
お
寄
せ
下
さ
い
。ま
た
、

白
鷺
先
生
へ
の
労
務
相
談
も
受

け
付
け
て
い
ま
す（
8
面
に
掲

載
）。詳
し
く
は
協
会
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

安佐市民病院の建て替え問題

2015年度 医科 医療安全管理セミナー
【広島会場】
と　き　11月25日（水）19時～21時
ところ　ホテルＪＡＬシティ広島「シリウス」
講　師　�鶴岡小百合氏（広島市民病院・医療安全管理者）
　　　　多田裕貴氏（同・感染管理認定看護師）
【呉会場】
と　き　11月26日（木）19時～21時
ところ　呉阪急ホテル「皇城」
講　師　津島芳子氏（中国労災病院・医療安全管理者）
　　　　柴田美加氏（同・院内感染管理者）
【三次会場】
と　き　11月27日（金）19時～21時
ところ　三次グランドホテル1Ｆ「豊明の間」
講　師　�廣田昭子氏（庄原赤十字病院・医療安全推進室専任

リスクマネージャー）
　　　　山根啓幸氏（同・感染管理認定看護師）
【福山会場】
と　き　11月28日（土）15時～17時
ところ　福山市ものづくり交流館「スタジオＡ」
講　師　�池田雅彦氏（福山市民病院・医療安全管理室長・医

師）
　　　　三宅智津恵氏（同・感染管理認定看護師）
※参加費無料。未入会者は入会後無料で参加いただけます。
　案内ハガキにてお申込みください。
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2
0
1
5
年
10
月
13
日
（
火
）
に

第
20
期
第
5
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ

た
。

【
主
な
協
会
の
諸
会
議
お
よ
び
行
事

等
の
報
告
】

（
2
0
1
5
年
9
月
9
日
～
2
0
1
5

年
10
月
13
日
）

・
9
月
15
日
（
火
）
広
報
文
化
部
会
。

紙
面
企
画
案
、
主
張
案
、
今
年
度
の

行
事
の
検
討
・
確
認
。

・
9
月
16
日
（
水
）「
広
島
市
の
子

ど
も
の
医
療
費
負
担
増
計
画
の
見
直

し
を
求
め
る
」
請
願
署
名
提
出
（
広

島
市
議
会
）
と
審
議
結
果
（
継
続
審

議
）。

・
9
月
18
日
（
金
）
第
3
4
6
回
歯

科
幹
事
会
。
今
年
度
の
歯
科
行
事
、

組
織
拡
大
、
審
査
、
診
療
報
酬
改
善
、

指
導
・
監
査
改
善
対
策
、
歯
科
を
め

ぐ
る
政
策
課
題
・
医
療
運
動
の
検
討
・

確
認
。

・
9
月
19
日
（
土
）
福
山
、20
日
（
日
）

広
島
、
市
民
公
開
講
演
会
「
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
実
務
と
問
題
点
」。

・
9
月
26
日
（
土
）
医
科
研
究
会
「
医

師
法
21
条
再
論
考
と
新
し
い
医
療
事

故
調
査
制
度
の
課
題
と
問
題
点
」。

・
9
月
28
日
（
月
）
第
2
6
0
回
医

科
社
保
学
術
部
会
。
保
険
請
求
等
Ｑ

＆
Ａ
、
納
得
で
き
な
い
査
定
・
返
戻

事
例
、
審
査
改
善
、
診
療
報
酬
・
介

護
報
酬
改
定
対
策
、
指
導
・
監
査
・

適
時
調
査
対
策
、
今
年
度
の
行
事
の

検
討
・
確
認
。

・
9
月
29
日
（
火
）
総
務
財
政
部
会
。

医
療
運
動
対
策
、
各
部
の
活
動
と
対

・
執
筆
テ
ー
マ
に
つ
い
て
確
認
。

③
経
営
税
務
部

・
保
団
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会　

2
0
1
5
年
度
税
務
ア
ン
ケ
ー
ト
の

集
約
内
容
を
確
認
。

④
広
報
文
化
部

・
文
化
行
事
の
進
捗
状
況
を
確
認
。

⑤
共
済
関
係

　

給
付
審
査
を
実
施
。

⑥
総
務
・
財
政

・
保
団
連
第
47
回
定
期
大
会
の
大
会

代
表
、
選
挙
管
理
委
員
の
予
備
委
員

に
つ
い
て
12
月
の
理
事
会
ま
で
に
決

定
す
る
こ
と
を
確
認
。

・
顧
問
税
理
士
の
後
任
及
び
契
約
内

容
に
つ
い
て
検
討
。
提
案
内
容
の
と

お
り
と
し
早
期
に
進
め
て
い
く
こ
と

を
確
認
。

⑦
協
会
行
事

・
届
出
医
療
研
究
会
、
医
科
医
療
安

全
管
理
セ
ミ
ナ
ー
、
歯
科
ス
タ
ッ
フ

向
け
セ
ミ
ナ
ー
、
女
性
医
師
・
歯
科

医
師
交
流
会
、
医
科
歯
科
合
同
研
究

会
、
医
科
審
査
対
策
学
習
会
の
日
程

及
び
進
捗
状
況
を
確
認
。

⑧
各
専
門
部
会
等
日
程

・
日
時
を
確
認
。

⑨
保
団
連
等
行
事
予
定

・
行
事
の
日
程
を
確
認
。

⑩
そ
の
他

・
理
事
会
議
事
録
等
閲
覧
の
申
し
出

と
対
応
の
報
告
を
確
認
。

・
総
務
財
政
部
会
へ
の
意
見
（
確
認
）

と
提
案
に
つ
い
て
検
討
。
総
務
財
政

部
会
の
運
営
及
び
議
題
の
取
扱
い
に

つ
い
て
こ
れ
ま
で
通
り
と
す
る
こ
と

を
確
認
。

・
規
程
等
配
布
の
取
扱
い
及
び
規
程

等
の
見
直
し
へ
の
意
見
を
検
討
。
規

程
等
見
直
し
は
次
回
以
降
の
検
討
と

す
る
こ
と
を
確
認
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
関
す
る
質
問
に

つ
い
て
検
討
。
記
事
掲
載
の
取
扱
い

な
ど
を
回
答
。

策
、行
事
・
会
議
予
定
の
検
討
・
確
認
。

・
10
月
6
日
（
火
）
第
1
6
8
回
歯

科
社
保
対
策
部
会
。
部
長
提
案
、
レ

セ
コ
ン
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
の
た
め
の
カ

ル
テ
記
載
例
の
検
討
、
点
数
等
Ｑ
＆

Ａ
、
審
査
改
善
、
診
療
報
酬
改
善
対

策
、
指
導
・
監
査
改
善
対
策
、
保
団

連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
歯
科
交
流

会
に
つ
い
て
検
討
・
確
認
。

【
協
議
事
項
】

①
当
面
の
医
療
運
動
等
に
つ
い
て

・「
す
べ
て
の
患
者
さ
ん
が
受
診
で

き
る
医
療
へ
」（
仮
称
）
の
取
り
組

み
と
し
て
、
広
島
版
ク
イ
ズ
チ
ラ
シ

実
施
に
あ
た
っ
て
の
具
体
的
内
容
を

検
討
、
決
定
。

・
保
団
連
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会　

2
0
1
5
年
度
第
2
回
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
「
集
団
的
個
別
指
導
の
廃
止
を
求

め
ま
す
（
案
）」
共
同
要
請
書
提
出

に
つ
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
で
の
討

議
を
確
認
。

・
医
療
・
介
護
関
連
法
の
影
響
緩
和

の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
広
島
市
の

子
ど
も
の
医
療
費
負
担
増
計
画
の
見

直
し
を
求
め
る
請
願
署
名
提
出
を
報

告
。
予
算
申
請
に
合
わ
せ
、
広
島
市

長
へ
の
要
望
書
案
を
提
出
す
る
こ
と

及
び
文
書
案
に
つ
い
て
検
討
・
確
認
。

・
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
に
つ
い
て
、
情
勢
を

把
握
し
つ
つ
、
取
り
組
み
を
進
め
て

い
く
こ
と
を
確
認
。

②
新
聞
主
張

　

ノ
ー
ベ
ル
医
学
生
理
学
賞
に
大
村

智
北
里
大
学
特
別
栄
誉
教
授
が
決

ま
っ
た
。
利
根
川
進
教
授
、
山
中
伸

也
教
授
に
つ
い
て
3
人
目
で
あ
る
。

10
月
の
月
例
経
済
報
告
で
は
、
景
気

の
基
調
判
断
を
1
年
ぶ
り
に
下
げ
、

生
産
・
輸
出
を
弱
含
み
と
し
た
。
広

島
県
三
次
市
と
島
根
県
江
津
市
を
結

ぶ
三
江
線
（
1
0
8
・
1
ｋ
ｍ
）
の

廃
止
が
決
ま
っ
た
。
広
島
県
の
経
済

に
与
え
る
影
響
が
い
か
な
る
も
の
と

な
る
だ
ろ
う
か
。
主
張
で
は
、「
骨

太
2
0
1
5
」
を
取
り
上
げ
た
。
今

後
、
社
会
保
障
費
削
減
が
一
層
強
ま

る
と
思
わ
れ
る
。�

（
Ｏ
）

5
20

11

　

上
記
の
「
よ
ろ
ず
法
律 

税
務 

労

務
」
相
談
は
随
時
受
付
を
行
っ
て
い

ま
す
が
、
ご
相
談
の
希
望
日
時
に
つ

き
ま
し
て
は
各
助
言
者
の
都
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
必
ず
協
会
事

務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

日
時
の
調
整
に
つ
い
て
は
協
会
で

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

「
よ
ろ
ず
法
律 

　
　
　

税
務 

労
務
」

　

ご
利
用
に
つ
い
て

編
集
後
記

保険医休業保障・給付状況
（2015年9月度審査状況）

歯科医療スタッフセミナー
歯科医院における

接遇＆コミュニケーション
～選ばれ続ける医療機関の秘訣～

講　師   濱田 真理子 先生
　　　　（（有）エイチ・エムズコレクション
　　　　代表取締役／歯科衛生士）
※会員・会員医療機関スタッフ参加費無料

福山会場
12月12日（土）15:00～17:00
福山商工会議所　1Ｆ「102会議室」
福山市西町2-10-1　℡084-921-2345

広島会場
12月13日（日）10:00～12:00
ホテルセンチュリー21広島　2Ｆ「フォルザ」
広島市南区的場町1-1-25　℡082-263-3111


